
令和６年度子ども・子育て支援施策（次世代育成支援行動計画）の状況について

R元年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

2 2 2 2 2 2

43,015 25,638 22,483 31,939 34,765 30,477

子ども/人 29,153 17,022 15,099 21,554 23,810 21,121

大人/人 13,862 8,616 7,384 10,385 10,955 9,356

4 4 4 4 4 4

15,383 6,127 6,576 6,722 6,816 7,000

子ども/人 13,499 3,983 4,945 5,186 5,110 4,969

大人/人 1,884
（建て替え工事の関係

で地域の利用あり）
2,144

1,631 1,536 1,706 2,031

都市計画課

公園や遊び場の遊具な
どの安全点検や安全基
準に適した整備を実施
する。

継続して遊具改修を実
施し、地域における子ど
もの遊び場（児童公園
など）の適切な維持管
理に努めます。

3 4 2 1 4 4 A 方針と同様

都市計画課

地域に遊び場が少ない
子どものために私有地
が開放された場合に
は、安全に遊べる空間
となるよう支援する。

管理者の確保に努め、
継続して公園の維持管
理を行います。

5 5 5 5 5 5 A 方針と同様

4 4 4 3 4 4

25,484 16,121 18,826 21,629 24,405 29,254

子ども（対象児）/人 12,989 8,240 9,505 10,702 11,545 13,795

子ども（対象外児）/人 761 325 225 659 752 1,290

大人/人 11,734 7,556 9,096 10,268 12,108 14,169

6 6 6 7 7 7

22,291 15,939 9,631 13,505 20,253 19,784

子ども（対象児）/人 11,965 8,085 4,897 6,817 10,091 9,746

子ども（対象外児）/人 604 521 268 444 362 448

大人/人 9,722 7,333 4,466 6,244 9,800 9,590

4.子ども会
活動等の
団体活動

まなび文化課

子ども会活動等、活動
の場を提供することによ
り子どもたちの健全育
成やリーダーの養成に
努める。

少年団体や子ども会と
連携して、子どもたちの
活動の場や居場所作り
に努めます。

5
(367)

3
(168)

新型コロナウイルスの
影響で実施数減

3
（58）

新型コロナウイルスの
影響で実施数・

参加者数減

6
（282）

新型コロナウイルスの
規制緩和に伴い、
実施数・参加者数

ともに増

6
（107）

7
（258）

A

事務局体制の安定化を図
り、参加者数が増加するよ
う、居場所づくりとして参加
しやすい活動を企画すると
ともに、参加者が活動に対
する目的意識を持ち、学習
成果を可視化できるよう、
各事業の実施方法等を改
善する。

2.遊び場
の整備

実施か所数/か所

実施か所数/か所

3.地域子
育て支援
拠点事業

子育て支援課

主に３歳未満の乳幼児
及び保護者を対象に、
公共施設や保育所（園）
などの地域の身近な場
所で、育児不安等につ
いての相談・指導、子育
てサークルなどへの支
援、子育てに関する情
報提供、育児講習など
の事業を行い、地域の
子育て家庭に対し支援
を行う。

地域での子育て支援の
場として、多様なニーズ
に応えられるよう、更な
る質の充実に努めま
す。

子育て情報の提供及び助
言を行うため、ひろばの存
在や活動について、引き続
き、広報・周知を行う。利用
者支援事業と連携して、子
育て家庭への支援機能を
強化していく。

幼保運営課

実施か所数/か所

A

乳児期においては、保護者
の愛情をもって育むことも
重要と言われているため、
家庭保育の推進の観点か
らも支援センターの利用を
PRしていく必要がある。
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：
子
ど
も
の
健
や
か
な
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を
支
援
し
ま
す

1
.

遊
び
場
・
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り

1.児童館
事業

子育て支援課

子どもへ健全な遊びを
提供するとともに、健康
の増進や情操を豊かに
するための拠点施設と
して事業を行う。

遊びの拠点と居場所を
提供し、さまざまな活動
に自発的に取り組める
よう支援します。
また、必要な施設や遊
具等の修繕や撤去等を
行います。

実施か所数/か所

A

実施回数/回
（参加者数/人）

A

利用者計/人

利用者計/人

実施か所数/か所

進捗状況評価基準
Ａ：予定通り（予定以上に）進捗しているＢ：遅れている
Ｃ：取組みが進んでおらず、成果はなかったＤ：廃止・組替え

基本
目標

基本
施策

主な
取組み

①担当課
※現担当課名

②事業内容 ③方針
④実績 ⑤進捗状

況評価

 令和7年7月25日（金）
 第１回子ども・子育て会議資料③-２

⑥R7年度の目標
項目

利用者計/人

利用者計/人

人気講座を多く実施した
り、工夫あふれる行事を実
施することによって利用者
増に努める。丸亀市児童館
のあり方を検討する。

人権課

実施か所数/か所

A

施設整備や新規事業の検
討を順次行い、隣保館と連
携しつつ、子どもの遊び場・
居場所づくりに寄与する。
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R元年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度
基本
目標

基本
施策

主な
取組み

①担当課
※現担当課名

②事業内容 ③方針
④実績 ⑤進捗状

況評価 ⑥R7年度の目標
項目

31
(8)

32
(12)

32
(12)

33
(8)

33
(9)

32
(9)

東中学校区/教室
（子ども教室か所
数/か所）

8
(3)

8
(3)

8
(3)

8
(2)

8
(2)

8
(2)

西中学校区/教室
（子ども教室か所
数/か所）

7
(1)

8
(3)

8
(3)

9
(2)

9
(2)

9
(2)

南中学校区/教室
（子ども教室か所
数/か所）

8
(1)

8
(1)

8
(1)

8
(2)

8
(3)

8
(3)

綾歌中学校区/教
室（子ども教室か
所数/か所）

4
(1)

4
(3)

4
(3)

4
(1)

4
(1)

3
(1)

飯山中学校区/教
室（子ども教室か
所数/か所）

4
(2)

4
(2)

4
(2)

4
(1)

4
(1)

4
(1)

1.いじめ・
不登校等
心の相談

学校教育課

教師による子どもへの
日常的な声かけや教育
相談週間の設定などに
より、子どもの不安や悩
みに教師が寄り添える
よう努める。また、学校
教育サポート室のカウ
ンセラーを派遣したり、
県と協力して全市立小・
中学校にスクールカウ
ンセラーを配置する。

児童・生徒の心のサイ
ンを見逃さず、いじめや
不登校に対して早期に
対応できるよう、スクー
ルカウンセラーやスクー
ルソーシャルワーカーな
どによる相談・支援体制
の充実を図ります。

教師の日常的な声か
けや教育相談週間が
定着し、子どもの悩み
の早期発見・対応・解
決を行うことができ
た。また、スクールカ
ウンセラーやスクール
ソーシャルワーカーを
各校で積極的に活用
し、相談活動の充実を
図った。市教委主催
の合同進路相談会を
開催し、進路に見通し
が持てる機会を設け
た。

定期的なアンケートを
活用した相談活動が
定着し、子どもの悩み
の早期発見・対応・解
決を行うことができ
た。また、スクールカ
ウンセラーやスクール
ソーシャルワーカーを
各校で積極的かつ効
果的に活用することが
できた。市教委主催の
合同進路相談会を開
催し、進路に見通しが
もてる機会を設けた。

定期的なアンケートを
活用した相談活動が
定着し、子どもの悩み
の早期発見・対応・解
決を行うことができ
た。また、スクールカ
ウンセラーやスクール
ソーシャルワーカーを
各校で積極的かつ効
果的に活用することが
できた。市教委主催の
合同進路相談会で
は、参加者も多く、
年々効果的なものと
なっている。

定期的なアンケートを
活用した相談活動が
定着し、子どもの悩み
の早期発見・対応・解
決を行うことができ
た。また、スクールカ
ウンセラーやスクール
ソーシャルワーカーを
各校で積極的かつ効
果的に活用することが
できた。市教委主催の
合同進路相談会で
は、通信制高校を中
心に紹介し、参加者も
増加している。

定期的なアンケートを
活用した相談活動が
定着し、子どもの悩み
の早期発見・対応・解
決を行うことができ
た。また、スクールカ
ウンセラーやスクール
ソーシャルワーカーを
各校で積極的かつ効
果的に活用することが
できた。市教委主催の
合同進路相談会で
は、通信制高校を中
心に紹介し、参加者も
増加している。

定期的なアンケートを
活用した相談活動が
定着し、子どもの悩み
の早期発見・対応・解
決を行うことができ
た。また、スクールカ
ウンセラーやスクール
ソーシャルワーカーを
各校で積極的かつ効
果的に活用することが
できた。市教委主催の
合同進路相談会で
は、通信制高校を中
心に紹介し、参加者も
増加している。

Ａ 方針と同様

2.教育支
援センター
の設置

学校教育課

不登校に陥っている児
童・生徒に居場所を提
供し、興味・関心のある
ことに取り組ませること
で心を癒す。また、遊び
を通して友だちや指導
員とのコミュニケーショ
ンを図ったり、学級担任
との人間関係を深めた
りして、学校復帰ができ
るように務める。

不登校に陥っている児
童・生徒に居場所を提
供して心を癒すととも
に、遊びや学習を通して
友達や指導員とのコミュ
ニケーションを図り、学
校復帰や進路保障が出
来るよう努めます。

小学生では、学校や
学級への復帰を目指
し、中学生では進路保
障に向けて、学校との
連携を深めた。その結
果、中学3年生で通級
していた生徒のほとん
どが、高校進学を果た
すことができた。

コロナの影響もあり、
登校不安から教育支
援センターの利用が
多くあった。中学生は
進路保障に向けて、
学校との相談活動を
密に行った結果、中学
3年生で通級していた
生徒全員が、高校進
学を果たすことができ
た。

児童生徒の実態に応
じた教育支援センター
の運営ができた。中学
生は進路保障に向け
て、学校との相談活動
を密に行った結果、中
学3年生で通級してい
た生徒全員が、高校
進学を果たすことがで
きた。

児童生徒の実態に応
じた教育支援センター
の運営ができた。中学
生は進路保障に向け
て、学校との相談活動
を密に行った結果、中
学3年生で通級してい
た生徒のほとんどが、
高校進学を果たすこと
ができた。

児童生徒の実態に応
じた教育支援センター
の運営ができた。中学
生は進路保障に向け
て、学校との相談活動
を密に行った結果、中
学3年生で通級してい
た生徒全員が高校進
学を果たすことができ
た。

児童生徒の実態に応
じた教育支援センター
の運営ができた。中学
生は進路保障に向け
て、学校との相談活動
を密に行った結果、中
学3年生で通級してい
た生徒全員が自分の
目標とする進路の実
現を果たすことができ
た。

Ａ 方針と同様

3.スクール
カウンセ
ラーの配
置

学校教育課

悩みを抱えた子どもの
精神面を支援するた
め、学校教育サポート
室のスクールカウンセ
ラーや県と協力して全
小・中学校にスクールカ
ウンセラーを配置する。

いじめや不登校などで
悩む、子どもの精神的
なサポートに向け、各校
に配置されているスクー
ルカウンセラーを活用
し、すべての教職員の
共通理解のもと、児童・
生徒を支える体制づくり
を行います。

子どもの支援に向け
たケース会などに学
校教育サポート室の
カウンセラーや臨床心
理士を派遣して、チー
ム学校としての支援
体制づくりや教職員の
共通理解について、
専門的な見地から指
導・助言を行った。

問題解決の困難な事
案を扱うケース会議等
において、学校教育
サポート室のカウンセ
ラーや臨床心理士を
派遣して、子どもの支
援体制を整えることが
できた。各校のカウン
セラーとも連携を深め
て対応することができ
た。

学校教育サポート室
のカウンセラーや臨床
心理士を派遣して、学
校だけでは解決が難
しい事案への助言や
急を要するカウンセリ
ングを行った。各校の
スクールカウンセラー
とも連携を深めて、子
どもたちが安心できる
支援体制を整えること
ができた。

学校教育サポート室
のカウンセラーや臨床
心理士を派遣して、学
校だけでは解決が難
しい事案への助言等
を行ったり、関係機関
との連携につなげたり
した。各校のスクール
カウンセラーとも連携
を深めて、子どもたち
が安心できる支援体
制を整えることができ
た。

学校教育サポート室
のカウンセラーや臨床
心理士を派遣して、学
校だけでは解決が難
しい事案への助言等
を行ったり、関係機関
との連携につなげたり
した。各校のスクール
カウンセラーとも連携
を深めて、子どもたち
が安心できる支援体
制を整えることができ
た。

学校教育サポート室
のカウンセラーや臨床
心理士を派遣して、学
校だけでは解決が難
しい事案への助言等
を行ったり、関係機関
との連携につなげたり
した。各校のスクール
カウンセラーとも連携
を深めて、子どもたち
が安心できる支援体
制を整えることができ
た。

Ａ 方針と同様

「青い鳥教室」と「放課後子
供教室」の連携事業の拡大

Ⅰ
：
子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
を
支
援
し
ま
す

3
.

い
じ
め
・
不
登
校
対
策

2
.

総
合
的
な
放
課
後
児
童
対
策

1.新・放課
後子ども
総合プラン
の推進

教育部総務課

地域社会の中で、放課
後等に子どもたちの安
全で健やかな居場所づ
くりを推進するため、「青
い鳥教室」の充実と「放
課後子供教室」の拡大
に努めるとともに、両事
業を連携して実施してい
く。

「青い鳥教室」の充実を
図るとともに、「放課後
子供教室」の拡大に努
めます。
また、「青い鳥教室」と
「放課後子供教室」の交
流ができるよう、両事業
の関係者が情報共有
し、連携して実施する体
制整備を検討するととも
に、一体型の「青い鳥教
室」と「放課後子供教
室」を令和6年度までに1
か所整備することを目
指します。

青い鳥実施か所数/教
室
（子ども教室か所数/
か所）

Ａ
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R元年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度
基本
目標

基本
施策

主な
取組み

①担当課
※現担当課名

②事業内容 ③方針
④実績 ⑤進捗状

況評価 ⑥R7年度の目標
項目

4.スクール
ソーシャル
ワーカー
の配置

学校教育課

問題を抱えた児童・生
徒に対し、専門的な立
場から家庭へ働きかけ
たり、関係機関と連携を
図るなど、多様な手段を
用いて問題解決に努め
る。

スクールソーシャルワー
カーの活用を促進し、関
係機関との連携を強化
することで、児童・生徒
を取り巻く様々な問題に
対し、迅速な対応が出
来るようにします。

学校教育サポート室
所属のスクールソー
シャルワーカーを2名
について、中学校2校
を拠点校として配置
し、小・中学校の不登
校生徒への家庭訪問
やケース会議への参
加、関係機関へのつ
なぎなど、迅速で効果
的な対応ができた。

学校教育サポート室
所属のスクールソー
シャルワーカー2名
が、不登校生徒への
家庭訪問やケース会
議への参加など積極
的に行っている。保護
者が安心してソーシャ
ルワーカーに相談す
るケースが多く見られ
た。

学校教育サポート室
所属のスクールソー
シャルワーカー2名
が、不登校児童・生徒
への家庭訪問を定期
的に行い、置かれて
いる家庭環境や社会
環境等の側面から状
況を把握し、本人・保
護者・学校にアドバイ
スや支援を行った。育
児不安や虐待等の心
配がある場合には、
関係機関への情報提
供等のコーディネート
も行った。

学校教育サポート室
所属のスクールソー
シャルワーカー3名
が、不登校児童・生徒
への家庭訪問を定期
的に行い、置かれて
いる家庭環境や社会
環境等の側面から状
況を把握し、本人・保
護者・学校にアドバイ
スや支援を行った。育
児不安や虐待等の心
配がある場合には、
関係機関への情報提
供等のコーディネート
も行った。

学校教育サポート室
所属のスクールソー
シャルワーカー3名
が、不登校児童・生徒
への家庭訪問を定期
的に行い、置かれて
いる家庭環境や社会
環境等の側面から状
況を把握し、本人・保
護者・学校にアドバイ
スや支援を行った。育
児不安や虐待等の心
配がある場合には、
関係機関への情報提
供等のコーディネート
も行った。

市内5つの中学校にそ
れぞれスクールソー
シャルワーカーを配置
した。不登校児童・生
徒への家庭訪問を定
期的に行い、置かれ
ている家庭環境や社
会環境等の側面から
状況を把握し、本人・
保護者・学校にアドバ
イスや支援を行った。
育児不安や虐待等の
心配がある場合に
は、関係機関への情
報提供等のコーディ
ネートも行った。

Ａ
方針と同様

少年育成
センター

白ポストによる有害図書
回収や、スマートフォン・
パソコンのフィルタリン
グ利用などの普及啓発
を図る等、有害環境除
去の対策に努めます。
また、学校教育の場に
おいてメディアへの過度
な依存を防ぐための、情
報モラルの指導・啓発を
行っていきます。
特にＳＮＳによる被害を
防いだり、ネット・ゲーム
依存に陥らないようにす
るため、小中学生やそ
の保護者を対象に身近
な情報機器の適正利用
に関する様々な啓発を
実施します。

「かめっこ」7・10・1月
号において「インター
ネットかしこく安全に
使うために｣という内
容のシリーズを継続し
た。SNS被害の事例
やネット依存症に焦点
をあて、ネット依存症
を防ぐためのワンポイ
ントを提案した。

「かめっこ」9月号・1月
号において「スマホ世
代のみなさんへ｣とい
うシリーズを継続し
た。○×ネットクイズ
や、小中学生の疑問
に答えるコーナーな
ど、読者が親しみやす
い紙面を工夫し、スマ
ホ使用のルールづくり
やスマホ使用のマ
ナーなどについて啓
発した。

市広報7月号と11月号
に、子供たちがイン
ターネット上の有害情
報に触れないための
フィルタリングの大切
さについて、保護者を
啓発する記事を掲載
した。また、市内設置
の白ポストから有害図
書等を回収し、健全育
成のための環境浄化
に努めた。

子どものネット・スマホ
使用を保護者が見守
ることや家庭でのルー
ルづくりの大切さにつ
いて、「かめっこ」４月
号に啓発記事を掲載
した。また、市内設置
の白ポストから有害図
書等を回収し、健全育
成のための環境浄化
に努めた。

子どものネット・ゲー
ム依存について、家庭
でのルール作りを促
すなど、「かめっこ」４
月号に啓発記事を掲
載した。また、市内設
置の白ポストから有害
図書等を回収し、健全
育成のための環境浄
化に努めた。

ネット・ゲーム依存に
ついて、家庭でのルー
ル作りを促すなど、デ
ジタルデトックスにつ
いて、丸亀広報7月号
に啓発記事を掲載し
た。また、定期的に市
内設置の白ポストから
有害図書等を回収し、
健全育成のための環
境浄化に努めた。

A

継続して「かめっこ」や市広
報に、ネット・スマホ時代の
子育てについての啓発記
事を掲載する。また、少年
を守る会とも連携して、有
害図書の回収を継続する。

学校教育課
メディアへの過度な依存
に対して、情報モラル教
育を推進します。

23 23 23 23 22 22 Ａ 方針と同様

2.薬物乱
用防止の
啓発

学校教育課
薬物乱用問題の情報を
共有し、啓発を推進す
る。

「危険ドラッグ」などの薬
物乱用問題について、
学校教育の場において
も保健体育の授業など
で取り上げるとともに、
少年育成センターでも、
警察、関係機関などと
連携して情報の共有を
図るなど、啓発活動の
推進に努めます。

17

新型コロナの影響の
ため令和2年度の県
薬物乱用防止教育研
修会は開催なし。
薬物乱用防止教室の
実施中学校
２校／７校

新型コロナの影響の
ため令和3年度の県
薬物乱用防止教育研
修会は開催なし。
薬物乱用防止教室の
実施中学校
２校／７校

新型コロナの影響の
ため令和4年度の県
薬物乱用防止教育研
修会は開催なし。
薬物乱用防止教室の
実施中学校
２校／７校

令和5年度の県薬物
乱用防止教育研修会
は開催なし。
薬物乱用防止教室の
実施中学校
３校／６校

令和6年度の県薬物
乱用防止教育研修会
は開催なし。
薬物乱用防止教室の
実施
小学校7校／16校
中学校4校／6校

B
方針と同様
薬物乱用防止教室実施校
の増加

3.補導活
動

少年育成
センター

非行防止対策として、関
係団体から推薦された
補導員を委嘱し、子ども
が集まりやすい場所や
危険箇所を巡回し、非
行や事故の防止活動の
推進と啓発活動の充実
を図る。

地域の人々や関係機関
との連携を深め、非行
防止と啓発活動の充実
を図っていきます。
また、定期的に近隣の
少年育成センターと情
報交換を行い、子どもの
問題行動の広域化に対
応していきます。

525 564 553 504 527 438 A

補導員の協力を仰ぎながら
夕方・夜の補導活動を継続
し、出会った少年に積極的
に声をかけ、被害・非行の
未然防止に努める。

4.少年相
談

少年育成
センター

相談者の悩みに寄りそ
う電話相談や面接相談
を行い、その解決に努
めるとともに、少年育成
センター内に相談専用
室を設け、相談者が安
心して相談できる環境を
提供する。

相談者の悩みに寄りそ
う電話相談や面接相談
を行い、解決に努めると
ともに、相談員自身のス
キルアップにも努めてい
きます。

58 86 101 72 33 37 A

相談カードや相談チラシ、
メール配信、「かめっこ」、
市広報を用いた相談窓口
の周知に努める。

4
.

有
害
環
境
対
策
と
非
行
等
防
止
対
策

1.フィルタ
リング利用
の普及啓
発などの
有害環境
対策、情
報モラル
教育

少年育成センターの育
成だより「かめっこ」で
は、携帯電話・スマート
フォンなどを使う上での
マナーやルール、フィル
タリングの利用等の啓
発をする。また、学校教
育の場において、メディ
アへの過度な依存に対
する情報モラルの指導・
啓発を推進する。

実施校/校

県薬物乱用防止教
育研修会参加校数/
校

補導実施回数/回

相談件数/件

3



R元年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度
基本
目標

基本
施策

主な
取組み

①担当課
※現担当課名

②事業内容 ③方針
④実績 ⑤進捗状

況評価 ⑥R7年度の目標
項目

1.小児生
活習慣病
対策

学校教育課

小学校4年生及び中学
校1年生の希望者を対
象に血液検査を実施
し、小児生活習慣病の
ハイリスク児童・生徒を
早期発見し、本人及び
保護者に対して保健指
導を実施する。さらに必
要に応じて医療機関へ
の受診を勧め、生活習
慣病の予防に努める。

小学校4年生と中学校1
年生の希望者を対象に
血液検査を実施し、児
童・生徒と保護者が、食
生活・運動習慣・心の健
康を見直す機会にする
とともに、必要であれ
ば、医療機関の受診を
勧めます。

21 23 22 20 22 22 A
方針と同様
実施人数増加のため保護
者啓発を行う。

2.思春期メ
ンタルヘル
ス

学校教育課

心の問題で悩む児童･
生徒に対し、学級担任、
養護教諭がカウンセリン
グを行うとともに、スクー
ルカウンセラーなどと連
携して、相談支援を行
う。

心の問題で悩む児童・
生徒には、学級担任・養
護教諭が行うカウンセリ
ングのほか、スクールカ
ウンセラーなどと連携・
協力し、相談支援を行
います。また、校内研修
を充実し、学校職員のカ
ウンセリング力の向上を
図ります。

23 23 23 23 22 22 A 方針と同様

3.性教育 学校教育課

小・中学校において、児
童・生徒の発達段階や
各校の実態に合わせな
がら、性に関する正しい
知識を身につけるため
の性教育を推進する。

子どもの発達段階など
に応じて、正しく判断し、
理性的に行動できる力
を育むため、性に関する
正しい知識についての
教育や性感染症予防な
どの教育を行います。

23 23 23 23 22 22 A 方針と同様

学校教育課

小学校高学年の保健及
び中学校の保健体育の
授業で、飲酒・喫煙・薬
物乱用が心身に与える
影響についての学習を
行います。

23 23 23 23 22 22 A 方針と同様

健康課

・妊婦体験・赤ちゃんふ
れあい体験・赤ちゃん人
形の貸し出しなど、命の
大切さを学ぶ機会の確
保に努めます。

10 3 4 4 3 7 A

児童・生徒たちが命の大切
さについて学べるよう、妊
婦体験・赤ちゃん人形の貸
し出しについて周知する。

Ⅰ
：
子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
を
支
援
し
ま
す

5
.

成
人
期
に
向
け
て
の
健
康
づ
く
り
・
保
健
対
策

実施校数/校

実施校数/校

実施校数/校

4.思春期
保健教育

総合的な学習の時間を
活用した職場体験学習
や家庭科での学習にお
いて、幼稚園・保育所・
関係機関などの協力を
得て、妊婦体験や赤
ちゃんふれあい体験、モ
デル人形を使っての保
育実習、講演会などを
実施する。

実施校数/校

実施希望数/回
（実施回数/回）

4



R元年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度
基本
目標

基本
施策

主な
取組み

①担当課
※現担当課名

②事業内容 ③方針
④実績 ⑤進捗状

況評価 ⑥R7年度の目標
項目

1.妊産婦
の食育

健康課

母子健康手帳発行時や
訪問などで妊産婦の食
事に対する情報提供を
行っている。
生まれる前（マイナス1
歳）から始まる子育て講
座などで妊産婦のため
の食生活や望ましい体
重増加、食事バランスガ
イド、母乳育児のための
栄養と食事や離乳食開
始前に知っておきたいこ
となどの情報提供を行
う。

家族ぐるみで食生活を
見直すことができるよう
働きかけていきます。

162

・食事に関する講座は
コロナ禍により実施な
し
・その他の講座で妊産
婦の食事についての
啓発チラシを参加者
113人に配布し情報提
供を行った。

・食事に関する講座は
コロナ禍により実施な
し
・その他の講座で妊産
婦の食事についての
啓発チラシを参加者
172人に配布し情報提
供を行った。

・マイナス1歳からはじ
める子育て講座で、妊
産婦の食事について
参加者54名に啓発し
た。

・マイナス1歳からはじ
める子育て講座で、妊
産婦の食事について
参加者63名に啓発し
た。

マイナス1歳からはじ
める子育て講座で、妊
産婦の食事について
参加者344名に啓発し
た。

A
妊娠・出産期に必要な食事
について啓発する。

健康課
個別788

集団1,335
個別787

集団1,294

個別837
集団379

情報提供(チラシ発
送)832

個別888
集団356

情報提供(チラシ発
送)862

個別948
集団567

情報提供(チラシ配
布)925

個別803
集団578

情報提供(チラシ配
布)903

A
小児生活習慣病の知識を
重点に啓発し、食育の土台
づくりを図る。

学校教育課
211
43
34

179
8
0

185
3
0

180
9
0

170
10
0

170
9
0

A
方針と同様
食に関する授業実施回数
の増加。

学校給食
センター

11
25

（935）

12
0

（0）

11
2

（13）

11
0

（0）

11
3

（41）

11
5

（64）
A

地元生産者と連携した地産
交流会の実施や、地産地
消のDVDを作成し、食育活
動に活用する。

まなび文化課
食育講座や食に関する
参加型体験学習を開催
する。

9
（43）

10
（13）

10
（16）

10
（16）

10
（24）

10
（24）

A
食育講座や体験型教室を
継続して実施し、知識の充
実と技能の向上を図る。

6
.

子
ど
も
の
心
身
の
育
ち
を
助
け
る
食
育
の
推
進

講座参加人数/人

2.子どもの
食育

子どもやその保護者に
対して、食に関する正し
い知識や望ましい食習
慣を身につけるきっかけ
となる教室の開催や情
報提供に努め、食育の
土台づくりを図る。

・家族ぐるみで食生活を
見直すことができるよ
う、食に無関心な保護
者が関心をもてるよう働
きかけていくほか、現代
の課題やニーズに合っ
た講座や教室等を開催
していきます。
・自園調理を行う保育
所・こども園では、保育
の内容の一環として食
育を位置付け、保育士、
保育教諭、調理員等の
職員が協力し、健康な
生活の基本としての「食
を営む力」の育成に向
け、その基礎を培いま
す。
・保護者が食への理解
を深め、食事を作ること
や、子どもと一緒に食べ
ることに喜びを持つこと
ができるように支援しま
す。
・子どもが生涯健康に過
ごすことができるよう、
離乳食講習や学校給
食、親子料理教室など
を通して、望ましい食習
慣の形成や食文化の継
承を目指し、多様な食
の体験を推進します。
・子どもが安心してなご
やかな給食時間を過ご
せ、健康のための食事
について学べるように支
援します。

参加人数/人

食に関する授業実施
回数/回
家庭教育学級等講
話回数/回
肥満指導等個別指
導実施人数/人

食育だよりの発行/回
給食試食会の開催/回
（参加人数/人）

実施回数/回
（対象人数/人）

幼保運営課

・日々の生活や遊び
の中で、五感を通して
様々な食材にふれ、
食べる楽しさや栄養
価を知り、健康な体づ
くりに役立っているほ
か、食べることを楽し
んだり食に対しての興
味・関心や感謝の気
持ちが育まれたりして
いる。
・栽培活動やクッキン
グ経験を通して、豊か
な感性や収穫の喜
び、食べ物への感謝
の気持ちが育ってい
る。
・保護者や医師との連
携のもと、食物アレル
ギーのある子どもの
健康の保障に努めて
いる。
・保護者や地域の多
様な関係者との連携
が進められ、安全安
心な食事の対応が行
えていた。

・日々の生活や遊び
の中で、五感を通して
様々な食材にふれ、
食べる楽しさや栄養
価を知り、健康な体づ
くりに役立っているほ
か、食べることを楽し
んだり食に対しての興
味・関心や感謝の気
持ちが育まれたりして
いる。
・園で栽培・収穫した
野菜を子どもが家庭
に持ち帰り、晩ご飯の
材料に加えてもらった
り、親子でクッキング
をしたりして、収穫の
喜び・親子のふれあい
が食育につながって
いる。
・保護者や医師との連
携のもと、食物アレル
ギーのある子どもの
健康の保障に努めて
いる。
・保護者や地域の多
様な関係者との連携
が進められ、安全安
心な食事の対応が行
えていた。

・日々の生活や遊び
の中で、五感を通して
様々な食材にふれ、
食べる楽しさや栄養
価を知り、健康な体づ
くりに役立っているほ
か、食べることを楽し
んだり食に対しての興
味・関心や感謝の気
持ちが育まれたりして
いる。
・園で栽培・収穫した
野菜を子どもが家庭
に持ち帰り、晩ご飯の
材料に加えてもらった
り、親子でクッキング
をしたりして、収穫の
喜び・親子のふれあい
が食育につながって
いる。
・保護者や医師との連
携のもと、食物アレル
ギーのある子どもの
健康の保障に努めて
いる。
・保護者や地域の多
様な関係者との連携
が進められ、安全安
心な食事の対応が行
えていた。

・日々の生活や遊び
の中で、五感を通して
様々な食材にふれ、
食べる楽しさや栄養
価を知り、健康な体づ
くりに役立っているほ
か、食べることを楽し
んだり食に対しての興
味・関心や感謝の気
持ちが育まれたりして
いる。
・園で栽培・収穫した
野菜を子どもが家庭
に持ち帰り、晩ご飯の
材料に加えてもらった
り、親子でクッキング
をしたりして、収穫の
喜び・親子のふれあい
が食育につながって
いる。
・保護者や医師との連
携のもと、食物アレル
ギーのある子どもの
健康の保障に努めて
いる。
・保護者や地域の多
様な関係者との連携
が進められ、安全安
心な食事の対応が行
えていた。

・日々の生活や遊び
の中で、五感を通して
様々な食材にふれ、
食べる楽しさや栄養
価を知り、健康な体づ
くりに役立っているほ
か、食べることを楽し
んだり食に対しての興
味・関心や感謝の気
持ちが育まれたりして
いる。
・園で栽培・収穫した
野菜を子どもが家庭
に持ち帰り、晩ご飯の
材料に加えてもらった
り、親子でクッキング
をしたりして、収穫の
喜び・親子のふれあい
が食育につながって
いる。
・保護者や医師との連
携のもと、食物アレル
ギーのある子どもの
健康の保障に努めて
いる。
・保護者や地域の多
様な関係者との連携
が進められ、安全安
心な食事の対応が行
えていた。

・日々の生活や遊び
の中で、五感を通して
様々な食材にふれ、
食べる楽しさや栄養
価を知り、健康な体づ
くりに役立っているほ
か、食べることを楽し
んだり食に対しての興
味・関心や感謝の気
持ちが育まれたりして
いる。
・園で栽培・収穫した
野菜を使用したクッキ
ング活動、また、子ど
もが家庭に持ち帰って
晩ご飯の材料に加え
てもらったり、親子クッ
キングなどにより得た
収穫の喜びや親子の
ふれあいが食育につ
ながっている。
・保護者や医師との連
携のもと、食物アレル
ギーのある子どもの
健康の保障に努めて
いる。
・保護者や地域の多
様な関係者との連携
が進められ、安全安
心な食事の対応が行
えていた。

A

・日々の生活や遊びの中
で、子どもたちが様々な食
に関わる体験を積み重ねる
ことで、食べることに興味・
関心をさらにもつようにす
る。
・県食育事業の活用や保護
者・地域と連携するなど、工
夫して食育の大切さを伝え
ていく。

5



R元年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度
基本
目標

基本
施策

主な
取組み

①担当課
※現担当課名

②事業内容 ③方針
④実績 ⑤進捗状

況評価 ⑥R7年度の目標
項目

図書館 772 804 804 709 710 705 A

3ヶ月検診が集団から個別
の検診へと変更した為、健
康課の赤ちゃん訪問の際
に絵本を手渡してもらって
いる。今後も健康課と連携
して配布を行い、絵本を通
じた家族のふれあいから読
書につながる機会となるよ
う努める。

図書館
900

(88.7)
870

(89.6)
873

(91.1)
865

(86.9)
783

(82.5)
746

(81.4)
A

小学校入学前の幼児に自
分の本として選ぶ喜びから
読書につながるよう、市内
保育所等に協力を仰ぎ、引
き続き対象者全員への配
布に努める。

2.文化芸
術鑑賞の
機会の提
供

まなび文化課

美術館において親子を
対象としたワークショッ
プを開催したり、小・中
学校において鑑賞教室
を実施する。

美術館では親子を対象
としたワークショップなど
を開催するほか、小中
学校などでは文化芸術
鑑賞の機会を提供す
る。

美術館ワークショップ
等11回

(親子でミモカを含む）
1,235人

文化芸術鑑賞教室5
回

2,152人

美術館ワークショップ
等23回

(親子でミモカを含む）
1,980人

文化芸術鑑賞教室0
回

0人

美術館ワークショップ
等42回

(親子でミモカを含む）
2,614人

文化芸術鑑賞教室2
回

112人

美術館ワークショップ
等69回

(親子でミモカを含む）
3,997人

文化芸術鑑賞教室8
回

1,360人

美術館ワークショップ
等75回

(親子でミモカを含む）
5,218人

文化芸術鑑賞教室10
回

1,424人

美術館ワークショップ
等20回

(親子でミモカを含む）
2,536人

文化芸術鑑賞教室18
回

1,504人

A

美術館において親子でアー
トを鑑賞する機会やワーク
ショップによる造形体験の
機会を提供するとともに、ア
イレックス及び丸亀市民会
館開館準備事業として学校
と連携したアウトリーチ事
業を実施し、引き続き文化
芸術に触れることを通して
非認知能力が育まれるよう
努める。

幼保運営課

・年齢や保育時間の
様々な子ども達が同じ
施設内で交流を深
め、自己表現力や人
とかかわる力・思いや
りの心が育まれてい
る。
・地域の特性を生かし
た行事や人々との交
流を通し、豊かな経験
の中で、地域文化や
伝統に親しんでいる。
'・日常の生活の中で、
異年齢交流や近隣の
幼・保・こ・小との交
流、また園内外の行
事や施設の慰問など
地域との連携を継続
的に行い、地域の中
でつながっているとい
う安心感となってい
る。

・年齢や保育時間の
様々な子ども達が同じ
施設内で交流を深
め、自己表現力や人
とかかわる力・思いや
りの心が育まれてい
る。
・新型コロナウイルス
感染症対策を行いな
がら、地域との交流や
近隣の小学校との連
携の仕方を工夫し、つ
ながりを感じられるよ
うにしている。

・年齢や保育時間の
様々な子ども達が同じ
施設内で交流を深
め、自己表現力や人
とかかわる力・思いや
りの心が育まれてい
る。
・新型コロナウイルス
感染症対策を行いな
がら、地域との交流や
近隣の小学校との連
携の仕方を工夫し、つ
ながりを感じられるよ
うにしている。

・年齢や保育時間の
様々な子ども達が同じ
施設内で交流を深
め、自己表現力や人
と関わる力・思いやり
の心が育まれている。
・新型コロナウイルス
感染症対策を行いな
がら、地域との交流や
近隣の小学校との連
携の仕方を工夫し、つ
ながりを感じられるよ
うにしている。

・年齢や保育時間の
様々な子ども達が同じ
施設内で交流を深
め、自己表現力や人
と関わる力・思いやり
の心が育まれている。
・新型コロナウイルス
感染症対策を行いな
がら、地域との交流や
近隣の小学校との連
携の仕方を工夫し、つ
ながりを感じられるよ
うにしている。

・年齢や保育時間の
様々な子ども達が同じ
施設内で交流を深
め、自己表現力や人
と関わる力・思いやり
の心が育まれている。
・地域との交流や近隣
の小学校との連携の
仕方を工夫し、つなが
りを感じられるようにし
ている。

A

・異年齢児が交流できる環
境づくりを実施し、思いやり
や豊かな心、人と関わる力
を育んでいく。
・地域の様々な人と関われ
るよう環境を工夫し、地域
の良さや人々の温かさが感
じられるように努めていく。

学校教育課 23 23 23 23 22 22 A 方針と同様

1.図書館
事業

子どもと本をつなぐため
に、生後3か月の子ども
にはブックスタートとして
絵本を手渡し、親子の
ふれあいの時間を提供
したり、小学校就学前の
5歳児にはセカンドブッ
クとして絵本をプレゼン
トし、「うちどく」の推進と
図書館利用のきっかけ
づくりを行っている。ま
た、地域団体や図書館
職員による本の読み聞
かせや紙芝居、手遊び
なども行う。

ブックスタートやセカンド
ブック事業を実施し、子
どもと本をつなぐ役割を
担います。また、子育て
支援に係る機関やボラ
ンティア団体などと連
携・協力し、おはなし
会、紙芝居、手遊びなど
を実施し、絵本や本との
出合い、読書の楽しさを
伝えていきます。

ブックスタート参加人数/人

セカンドブック配布冊
数/冊
（引き換え率/％）

開催回数/回
実施校/校

幼稚園・保育所（園）・認
定こども園や小・中学校
において、異年齢交流
や異学年交流、地域連
携を行い、幅広い社会
性や豊かな感性を育て
ます。

実施校数/校

3.異年齢
交流・異学
年交流・地
域連携

市内すべての教育・保
育施設において、地域
に開かれた子育て支援
の拠点として、地域団体
などと子どもたちとのふ
れあう機会を推進する。
また、小・中学校におい
て、校区内近隣の保育
所・幼稚園との異年齢
交流、中学校群及び学
校内での異学年交流を
積極的に推進する。

Ⅰ
：
子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
を
支
援
し
ま
す

7
.

人
間
性
や
個
性
を
育
む
環
境
整
備
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R元年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度
基本
目標

基本
施策

主な
取組み

①担当課
※現担当課名

②事業内容 ③方針
④実績 ⑤進捗状

況評価 ⑥R7年度の目標
項目

人権課

子どもの人権について、
広報紙への掲載、講演
会の実施など意識啓発
を行う。

講演会や研修の実施や
広報誌などにより、子ど
も一人ひとりの人権が
守られるよう人権啓発
活動を行い、次代を担う
子どもが安心して健や
かに成長できる社会づく
りを進めます。

幼稚園等の保護者へ
の人権研修（家庭学

級講座）
回数/7回

(参加者数/457人)

幼稚園等の保護者へ
の人権研修（家庭学

級講座）
回数/0回

(参加者数/0人)

幼稚園等の保護者へ
の人権研修（家庭学

級講座）
回数/0回

(参加者数/0人)

幼稚園等の保護者へ
の人権研修（家庭学

級講座）
回数/3回

(参加者数/100人)

幼稚園等の保護者へ
の人権研修（家庭学

級講座）
回数/0回

(参加者数/0人)

広報誌への掲載
回数/22回

幼稚園等の保護者へ
の人権研修（家庭学

級講座）
回数/0回

(参加者数/0人)

広報誌への掲載
回数/17回

A

保護者を対象とした研修依
頼がなかったため、実施し
ていないが、広報誌による
啓発は継続して実施するこ
とができた。
広報誌による掲載も引き続
き行う.

幼保運営課

・様々なテーマで子ど
もや保護者に対して
人権集会を行い、命
の大切さや仲間への
思いやり、自尊感情の
育成など、一人一人
の子どもの人権が保
障される教育・保育の
在り方について、保護
者とともに考える場づ
くりになっている。
'・自尊感情や友だちを
認めたり支えあうなか
まづくりにつながるよ
う、日々の保育を大切
に実施した。
・人権教育の基本方
針や努力事項を職員
間で確認するととも
に、研修会において人
権について語り合った
り考えたりし、共通理
解につながった。

・新型コロナウイルス
感染症対策を行いな
がら、様々なテーマで
子ども達に対して人権
集会を開き、命の大切
さや仲間への思いや
り、自尊感情の育成な
ど、人権意識を高める
保育に努めた。また、
保護者に対しては、家
庭通信や掲示で人権
集会の様子を伝え、
一人一人の子どもの
人権が保障されること
の大切さを保護者と
共に考える取り組みを
行っている。
・人権教育の基本方
針や努力事項を職員
間で確認するととも
に、研修会において人
権について語り合った
り考えたりし、共通理
解につながった。

・新型コロナウイルス
感染症対策を行いな
がら、様々なテーマで
子ども達に対して人権
集会を開き、命の大切
さや仲間への思いや
り、自尊感情の育成な
ど、人権意識を高める
保育に努めた。また、
保護者に対しては、家
庭通信や掲示で人権
集会の様子を伝え、
一人一人の子どもの
人権が保障されること
の大切さを保護者と
共に考える取り組みを
行っている。
・人権教育の基本方
針や努力事項を職員
間で確認するととも
に、研修会において人
権について語り合った
り考えたりし、共通理
解につながった。

・新型コロナウイルス
感染症対策を行いな
がら、様々なテーマで
子ども達に対して人権
集会を開き、命の大切
さや仲間への思いや
り、自尊感情の育成な
ど、人権意識を高める
保育に努めた。また、
保護者に対しては、家
庭通信や掲示で人権
集会の様子を伝え、
一人一人の子どもの
人権が保障されること
の大切さを保護者と
共に考える取り組みを
行っている。
・人権教育の基本方
針や努力事項を職員
間で確認するととも
に、研修会において人
権について語り合った
り考えたりし、共通理
解につながった。

・新型コロナウイルス
感染症対策を行いな
がら、様々なテーマで
子ども達に対して人権
集会を開き、命の大切
さや仲間への思いや
り、自尊感情の育成な
ど、人権意識を高める
保育に努めた。また、
保護者に対しては、家
庭通信や掲示で人権
集会の様子を伝え、
一人一人の子どもの
人権が保障されること
の大切さを保護者と
共に考える取り組みを
行っている。
・人権教育の基本方
針や努力事項を職員
間で確認するととも
に、研修会において人
権について語り合った
り考えたりし、共通理
解につながった。

・様々なテーマで子ど
も達に対して人権集
会を開き、命の大切さ
や仲間への思いやり、
自尊感情の育成な
ど、人権意識を高める
保育に努めた。また、
保護者に対しては、家
庭通信や掲示で人権
集会の様子を伝え、
一人一人の子どもの
人権が保障されること
の大切さを保護者と
共に考える取り組みを
行っている。
・人権教育の基本方
針や努力事項を職員
間で確認するととも
に、研修会において人
権について語り合った
り考えたりし、共通理
解につながった。

A

・日々の保育・教育を大切
にし、自他を認めたり、支え
合う気持ちの基礎を培って
いく。
・人権について職員間で共
通理解し、人権感覚を磨
き、人権意識の向上を図
る。

学校教育課 23 23 23 23 22 22 A 方針と同様

4.人権教
育・啓発

講演会等回数/回
（参加者数/人）

教育・保育施設や小・中
学校で、毎年「人権・同
和教育推進の計画」を
作成し、計画的に人権・
同和教育を推進する。

・幼稚園・保育所・認定
こども園や小・中学校に
おいて、豊かな生活経
験を通して、一人ひとり
を大切にし、子どもの心
身の健やかな成長、発
達を図るほか、子どもた
ちに自己肯定感が育ま
れるよう、日々の保育や
授業等での関わりを模
索し、実践します。

実施校数/校
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R元年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度
基本
目標

基本
施策

主な
取組み

①担当課
※現担当課名

②事業内容 ③方針
④実績 ⑤進捗状

況評価 ⑥R7年度の目標
項目

学校教育課

小・中学校において、児
童・生徒に対して積極的
に体を動かす意識を持
たせるとともに、体を動
かす機会を定期的に提
供する。また、生涯にわ
たってスポーツに親しむ
契機となるよう、学校教
育全体で体力向上に取
り組む。

23 23 23 23 22 22 A 方針と同様

・指導者養成事業2回
・リーダー養成事業4回

・スポーツ少年団交流活
動事業（市内）7回、(県

外)3回
・全国大会派遣事業4回
・少年スポーツ教室63教

室
・運動会必勝塾2回

・苦手運動克服塾2回
・運動あそび応援塾6回
・親子ふれあい体操塾6

回
幼児野球あそび体験塾

1回
・スポーツ少年団交流大

会事業0回
・運動あそび指導員派

遣事業9回

・指導者養成事業2回
・指導者協議会関係事

業１回
・リーダー養成事業6回

・スポーツ少年団交流活
動事業（市内）8回、(県

外)6回
・競技大会運営事業７回
・国際交流活動事業１回
・組織整備教化事業10

回
・全国大会派遣事業3回
・少年スポーツ教室67教

室
・運動会必勝塾2回

・苦手運動克服塾2回
・運動あそび応援塾6回
・親子ふれあい体操塾6

回
幼児野球あそび体験塾

1回
・スポーツ少年団交流大

会事業1回
・運動あそび指導員派

遣事業13回

・指導者養成事業2回
・指導者協議会関係事

業１回
・リーダー養成事業5回

・スポーツ少年団交流活
動事業（市内）8回、(県

外)6回
・競技大会運営事業8回
・国際交流活動事業１回
・組織整備教化事業10

回
・全国大会派遣事業11

回
・少年スポーツ教室59教

室
・運動会必勝塾2回

・苦手運動克服塾2回
・運動あそび応援塾6回
・親子ふれあい体操塾6

回
幼児野球あそび体験塾

1回
・スポーツ少年団交流大

会事業1回
・運動あそび指導員派

遣事業21回

・指導者養成事業2回
・指導者協議会関係事

業１回
・リーダー養成事業4回

・スポーツ少年団交流活
動事業（市内）8回、(県

外)6回
・競技大会運営事業7回
・国際交流活動事業１回
・組織整備教化事業10

回
・全国大会派遣事業13

回
・少年スポーツ教室58教

室
・運動会必勝塾2回

・苦手運動克服塾2回
・運動あそび応援塾6回
・親子ふれあい体操塾6

回
・幼児野球あそび体験

塾1回
・ボールはともだち大作

戦1回
・スポーツ少年団交流大

会事業1回
・運動あそび指導員派

遣事業20回

A

スポーツ少年団の活動支
援、子ども達の発達発育に
応じた適切な指導を行える
指導者養成、子ども達が楽
しく運動を意欲的に取り組
めて運動習慣が定着する

事業を実施していく。

5.子どもの
体力つくり

スポーツ
推進課

丸亀市スポーツ少年団
に属する団体の交流活
動、リーダー養成や指
導者の養成などの活動
を積極的に支援し、子ど
もの自主的なスポーツ
活動を促進する。また、
地元プロスポーツチー
ムなどとも連携を図りな
がら、日頃からスポーツ
活動を敬遠しスポーツ
に触れる機会が少ない
子どもたちを対象とした
スポーツ講座などを開
催するとともに、就学前
の親子での外遊びや運
動に親しむ機会を提供
する。

・体力プランのもと、児
童生徒の実態や課題を
踏まえた体力向上に係
る実践・評価を行いま

す。
・スポーツ少・体力プラ

ンのもと、児童生徒の実
態や課題を踏まえた体
力向上に係る実践・評
価を行います。年団の

組織整備・育成支援、適
切な指導を行える指導
者養成に努め、生涯ス
ポーツの基礎づくりを推

進していきます。

実施回数/回

・指導者養成事業4回
・リーダー養成事業5回

・スポーツ少年団交流活
動事業（市内）10回、(県

外)7回
・少年スポーツ教室65教

室
・運動会必勝塾2回

・苦手運動克服塾2回
・運動あそび応援塾6回
・親子ふれあい体操塾6

回
幼児野球あそび体験塾

1回
・運動あそび指導員派

遣事業10回
・まる・カマきっず19回

・指導者養成事業0回
・リーダー養成事業0回

・スポーツ少年団交流活
動事業（市内）8回、(県

外)4回
・少年スポーツ教室65教

室
・運動会必勝塾0回

・苦手運動克服塾2回
・運動あそび応援塾6回
・親子ふれあい体操塾5

回
幼児野球あそび体験塾

1回
・スポーツ少年団交流大

会事業1回
・運動あそび指導員派

遣事業13回

体力向上プラン策定
校数/校
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R元年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度
基本
目標

基本
施策

主な
取組み

①担当課
※現担当課名

②事業内容 ③方針
④実績 ⑤進捗状

況評価 ⑥R7年度の目標
項目

健康課 78 70 107 93 71 64 A

子どもの心身の発達や情
緒・行動面について悩みが
ある保護者に対して適切な
指導を行い必要な支援が
受けられるよう支援する。

健康課 401 383 401 422 350 340 A

ことばの発達や発音につい
て悩みがある保護者に対し
て適切な指導を行い必要な
支援が受けられるよう支援
する。

幼保運営課 473 581 618 561 569 612 A

方針と同様
加配を必要とする子どもの
受入れのため、加配職員
の増員に努める。

学校教育課
小39人、中5人

105回
小39人、中5人

110回
小39人、中5人

103回
小39人、中5人

95回
小44人、中5人

96回
小47人、中7人

95.5回
A

方針と同様
特別支援教育支援員の配
置人数の増加と効果的な
配置に努める。

幼保運営課
329

(1,063)
323

（628）
318

（518）
320

（639）
255

（853）
397

（873）
A

方針と同様
新規の相談者の増加に加
え、相談内容の広範化とい
う現状を踏まえ、対象児童
や保育士等に対する支援
体制の充実を図っていく。

学校教育課 5回

新型コロナの影響に
より集合研修が実施
できなかったため、資
料送付による個別研
修とした。

ホームページにて動
画配信（3回）とコラム
掲載を行い、個別研
修とした。

特別支援教育支援員
を対象に年度当初に1
回実施した。

特別支援教育支援員
を対象に年度当初に1
回実施した。

特別支援教育支援員
を対象に年度当初に1
回実施した。

A
研修の在り方を検討し、相
談支援や研修の充実に努
める。

Ⅰ
：
子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
を
支
援
し
ま
す

8
.

総
合
的
・
継
続
的
な
障
が
い
児
支
援

1.発達相
談（こども
相談、こと
ばの相談
など）

子どもの発達の悩みに
ついて、児童心理司、言
語聴覚士、臨床心理士
による相談を実施する。
【こども相談】
子どもの心身の発達や
情緒、行動などの不安
について児童心理司に
よる相談を実施する。
【ことばの相談】
きこえやことばの発達の
不安について言語聴覚
士による相談を実施す
る。

心身の発達や情緒・行
動面において、又はこと
ばの発達や発音につい
て、グレーゾーン又は障
がいが疑われる子ども
が早期に支援を受けら
れるよう体制の確保を
図ります。

こども相談延べ件数/件

2.特別支
援教育・障
がい児保
育

障がいのある子どもを
教育・保育施設や小・中
学校で受入れ、一人ひ
とりの教育ニーズに対
応できるよう実態把握を
行う。また、必要に応じ
て特別支援教育支援員
を配置したり、専門家な
どによる保育所（園）へ
の巡回カウンセリングや
保育士の加配措置など
を行う。

加配対象者数/人

配置人数/人
実施回数/回

3.発達障
がい児支
援

NPO団体と協働で丸亀
市発達障がい児支援事
業を行い、発達障がい
のある子どもの支援を
目的として、保護者や保
育士、教員などの関係
者に対し、相談支援や
研修などを実施する。

相談回数/回
（延べ利用者数/人）

研修実施回数/回

ことばの相談延べ件数/件
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R元年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度
基本
目標

基本
施策

主な
取組み

①担当課
※現担当課名

②事業内容 ③方針
④実績 ⑤進捗状

況評価 ⑥R7年度の目標
項目

福祉課

【児童発達支援】
未就学の障がい児につ
いて、日常生活におけ
る基本的な動作の指
導、知識技能の付与、
集団生活への適応訓練
などの支援を行う。（医
療型は治療も行う。）

1,852 2,347 2,402 2,670 2,841 3,098 Ａ

保健、医療、福祉、教育の
分野の関係機関が連携を
とりながら乳幼児期からの
切れ目のない一貫性・継続
性のある支援を行う。

福祉課

【放課後等デイサービ
ス】
就学している障がい児
について、学校の授業
終了後や学校の休校日
に、児童発達支援セン
ターなどの施設に通い、
生活能力向上のために
必要な訓練や社会との
交流の促進などを行う。

4,667 4,983 5,259 5,499 5,806 6,401 Ａ

保健、医療、福祉、教育の
分野の関係機関が連携を
とりながら乳幼児期からの
切れ目のない一貫性・継続
性のある支援を行う。

福祉課

【保育所等訪問支援】
保育所などを訪問し、障
がい児に対して、障がい
児以外の児童との集団
生活への適応のための
専門的な支援などを行
う。

24 6 3 2 11 83 Ａ

保健、医療、福祉、教育の
分野の関係機関が連携を
とりながら乳幼児期からの
切れ目のない一貫性・継続
性のある支援を行う。

福祉課

【障がい児相談支援】
上記のサービスを利用
する児童に、支給決定
又は支給変更前に障が
い児支援利用計画案を
作成するとともに、一定
の期間ごとにサービス
などの利用状況のモニ
タリングを行う。

807 920 1,068 1,260 1,555 1,737 Ａ

保健、医療、福祉、教育の
分野の関係機関が連携を
とりながら乳幼児期からの
切れ目のない一貫性・継続
性のある支援を行う。

8
.

総
合
的
・
継
続
的
な
障
が
い
児
支
援

4.障がい
福祉サー
ビス

障がいのある子どもが
安心して地域で生活で
きるよう、児童発達支
援、放課後等デイサー
ビス、補装具・日常生活
用具の給付などの福祉
サービスを充実し、保
健、医療、福祉、教育の
分野の関係機関が連携
をとりながら乳幼児期か
ら就労までの切れ目の
ない一貫性・継続性の
ある支援を行います。

利用延人数/人

利用延人数/人

利用延人数/人

利用延人数/人
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R元年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度
基本
目標

基本
施策

主な
取組み

①担当課
※現担当課名

②事業内容 ③方針
④実績 ⑤進捗状

況評価 ⑥R7年度の目標
項目

1.母子健
康手帳な
どの発行

健康課

妊産婦の健康を守り、ま
た、子どもの健康と健全
な発育を守るために母
子健康手帳を発行す
る。

881 839 878 773 707 708 A

妊娠届時に保健師・助産師
による面接を行い、安心し
て妊娠・出産が迎えられる
よう支援する。

96 99 88 82 87 92

訪問件数/人 169 82 89 98 60 45

声かけ数/人 2,218 869 1,222 1,581 1,257 1,525

研修/人 226 90 159 161 189 187

238
（17,229）

228
(14,075)

166
(10,530)

178
(8,691)

164
(4,118)

165
（4,552）

3.0 3.3 2.3 2.0 2.1 2.1

4.8 7.0 5.0 6.8 6.8 7.3

8.4 8.2 9.1 9.8 8.1 9.4

9.2 10.5 10.0 10.2 10.4 10.0

4.産後ケア
事業

健康課

出産直後の支援が必要
な時期に助産所で一定
期間過ごすことで、家庭
での育児がスムーズに
移行できるよう支援す
る。

3 2
宿泊型1人2日間

通所型5人12日間
宿泊型4人28日間
通所型9人12日間

宿泊型7人28日間
通所型18人32日間
訪問型17人34日間

宿泊型13人43日間
通所型43人88日間
訪問型35人69日間

A

実施施設に医療機関を追
加し、出産後の個々のニー
ズに応じた支援ができるよ
う体制を整える。利用促進
を図れるよう周知啓発を行
い、出産後の育児負担軽
減を図る。

10,026 9,858 10,382 9,420 8,752 8,553

1,370 1,357 1,439 1,337 1,254
1,182(1か月児健診含

む）

767 876 796 819 705 705

842 892 845 823 842 810

841 933 969 866 862 825

Ⅱ
：
子
ど
も
を
育
む
家
庭
を
支
援
し
ま
す

1
.

切
れ
目
の
な
い
妊
産
婦
・
乳
幼
児
へ
の
保
健
対
策

5.妊婦・乳
幼児健康
診査

健康課

妊婦の健康の保持及び
増進を図るため、妊婦
に対する健康診査とし
て、①健康状態の把
握、②検査計測、③保
健指導を実施するととも
に、妊娠期間中の適時
に必要に応じた医学的
検査を実施する。

乳児一般健診受診数/回

3か月健診受診数/人

1歳6か月健診受診数/人

3歳児健診受診数/人

1歳6か月健診/％

3歳児健診/％

実利用件数/件

妊婦一般健診受診数/回

A

愛育班員数/人
（家庭訪問件数/件）

3.妊娠期
からの生
活習慣病
予防（禁煙
対策等）

健康課

妊産婦や子ども及びそ
の家族の健康を守るた
めに禁煙等について推
進していく。

＜喫煙率＞

A

妊娠期から生活習慣病予
防(飲酒・喫煙）について健
康相談・健康教育等を行
い、知識の普及啓発に努め
る。

・妊娠届け時から健康
管理の充実を図るととも
に、安心して子どもを産
み育てられるよう、健康
教育・相談事業などを充
実します。
・親子の愛着形成への
支援や、父親などが育
児に関わり、家族で子
育てできるような家族力
を高める取組を行いま
す。
・出産後、家庭での育児
へスムーズに移行でき
るよう、産後の心身とも
に不安定な時期に助産
所などで一定期間過ご
すなど、産後のサポート
体制を充実します。
・妊娠期から生活習慣
の見直しを図り健康管
理の大切さを意識付け
られるよう取り組みま
す。

発行部数/部

2.母子保
健推進員・
愛育班の
育成・支援

健康課

地域のボランティアによ
る妊婦訪問や子育て支
援を推進し、社会全体
で子どもの健やかな成
長を見守り、子育て中の
親を孤立させない地域
づくりを推進する。

推進員人数/人

母子手帳発行時/％

3ヶ月健診/％

A

妊婦健診や乳幼児健診を
受診し、健康状態や発育・
発達を確認するとともに、
妊婦や保護者が安心して
妊娠・出産・育児ができるよ
う支援する。

地域の身近な相談者とし
て、妊産婦やその家族への
声かけや面談を通して寄り
添う支援を行う。
家族で健康づくりに取り組
めるよう生活習慣（食事・歯
みがき・タバコ）の呼びかけ
を行う。
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R元年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度
基本
目標

基本
施策

主な
取組み

①担当課
※現担当課名

②事業内容 ③方針
④実績 ⑤進捗状

況評価 ⑥R7年度の目標
項目

6.乳児家
庭全戸訪
問事業（こ
んにちは
赤ちゃん
訪問）

健康課

生後4か月までの乳児
のいる全家庭を訪問し、
子育て支援に関する情
報提供や養育環境など
の把握を行うほか、養
育についての相談に応
じ、助言その他の援助
を行う。

816 685 840 764 722 699 A

産婦やその家族が希望す
る時期に訪問できるよう体
制整備を図り、安心して育
児ができるよう支援する。

7.養育支
援訪問事
業

健康課

養育支援が必要な家庭
を訪問して、保護者の
育児・家事などの養育
能力を向上させるため
に支援を行う。また、丸
亀市要保護児童対策地
域協議会の機能強化を
図るための取組みも支
援する。

103 106 176 155 166 104 A

養育が必要な家庭を訪問
し、妊産婦やその家族が安
心して妊娠・出産・育児が
できるよう支援する。

8.妊産婦･
乳幼児相
談・健康教
育

健康課

母子健康手帳発行時や
ウエルカム広場などに
おける相談や、健康づく
りや子育てについての
情報提供を行うことによ
り、妊産婦や乳幼児を
持つ保護者が安心して
子育てできるよう支援す
る。

保健師・栄養士・助産
師・歯科衛生士・医師
等による健康教育・相
談を実施

保健師・栄養士・助産
師・歯科衛生士・医師
等による健康教育・相
談を実施

保健師・栄養士・助産
師・歯科衛生士・医師
等による健康教育・相
談を実施

保健師・栄養士・助産
師・歯科衛生士・医師
等による健康教育・相
談を実施

保健師・栄養士・助産
師・歯科衛生士・医師
等による健康教育・相
談を実施

保健師・栄養士・助産
師・歯科衛生士・医師
等による健康教育・相
談を実施

A

妊娠・出産・育児の各期に
おいて相談事業や情報提
供することにより対象者の
不安が軽減できるよう支援
する。

798 862 791 834 727 665

3,464 3,461 3,287 3,239 3,159 1,063

1,918

1,798 1,788 1,701 1,703 1,676 1,476

3,903 4,114 2,231 3,827 3,464 3,613

3,287 3,510 3,327 3,325 2,895 845

3,386 3,442 3,316 3,322 2,890 2,804

1,722 1,672 1,608 1,489 1,540 1,396

10.乳幼児
の事故防
止

健康課

子育て安全チェックリス
トの配布や健康教育な
どを通じて、乳幼児の事
故防止の啓発を行う。

子育て安全チェックリス
トの配布や健康教育な
どを通じて、乳幼児の事
故防止の啓発を行いま
す。

健診会場や保健セン
ター等の壁や廊下に
事故予防チェックリス
トを貼付し自己チェッ
クできるように取り組
んだ

健診会場や保健セン
ター等の壁や廊下に
事故予防チェックリス
トを貼付し自己チェッ
クできるように取り組
んだ.。健診案内時に
啓発チラシを同封し
た。

健診会場や保健セン
ター等の壁や廊下に
事故予防チェックリス
トを貼付し自己チェッ
クできるように取り組
んだ.。健診案内時に
啓発チラシを同封し
た。

健診会場や保健セン
ター等の壁や廊下に
事故予防チェックリス
トを貼付し自己チェッ
クできるように取り組
んだ.。健診案内時に
啓発チラシを同封し
た。

健診会場や保健セン
ター等の壁や廊下に
事故予防チェックリス
トを貼付し自己チェッ
クできるように取り組
んだ.。健診案内時に
啓発チラシを同封し
た。

赤ちゃん訪問時に事
故予防について周知
啓発を行った。また健
診会場や保健セン
ター等の壁や廊下に
事故予防チェックリス
トを貼付し自己チェッ
クできるように取り組
んだ.。健診案内時に
啓発チラシを同封し

A
乳幼児期の月齢に応じた、
事故予防の普及・啓発を行
う。

11.小児医
療

健康課

妊婦や小児の医療に関
する情報提供や、必要
時には医療機関と相互
に連絡を取り合ってケー
ス会を開くなど、関係機
関との連携を図る。

妊婦や小児の医療に関
する情報提供や、必要
時に応じて医療機関と
相互に連絡を取り合い、
ケース会を開くなど、医
療機関などとの連携・充
実を図ります。

必要に応じて医療機
関と連携を取りながら
対応した。

必要に応じて医療機
関と連携を取りながら
対応した。

必要に応じて医療機
関と連携を取りながら
対応した。

必要に応じて医療機
関と連携を取りながら
対応した。

必要に応じて医療機
関と連携を取りながら
対応した。

必要に応じて医療機
関と連携を取りながら
対応した。

A
必要に応じて医療機関と連
携を取りながら支援してい
く。

403 360 425 377 338 337

受診率/％ 42.8 41 46.7 47.0 45.7 45.9

896 実施なし 実施なし 実施なし 404 506

う歯罹患率
(1.6健診）/％

1.4 7.4 1.4 1.3 1.8 1.0

う歯罹患率
(3歳健診）/％

18 18.9 18.0 17.9 14.9 11.9

12.歯科保
健

健康課

妊婦を対象に市内の委
託歯科医療機関におい
て、また、1歳6か月児健
康診査、3歳児健康診査
時に歯科健康診査を実
施する。年に1回、歯と
口の健康週間まつりを
開催する。これらを通
じ、むし歯予防など歯科
保健についての意識を
高める。

妊婦歯科健診をはじ
め、各種健診の受診率
の向上に努めます。

9.予防接
種

健康課

各種予防接種
・ＢＣＧ・四種混合（百日
せき、ジフテリア、破傷
風、不活化ポリオ）・ＭＲ
（麻しん風しん混合）・日
本脳炎など

子どもの病気の予防と
早期発見のため、乳幼
児の発達段階に応じた
健康診査や保健指導、
予防接種などを行い、
育児支援を充実します。

実訪問件数/件

延訪問件数/件

BCG/件

A
妊娠期からの口腔ケアの
大切さについて普及・啓発
していく。

A

各予防接種の対象年齢時
に接種できるよう健診や相
談時を利用し、接種の確認
と勧奨を行う。また、関係機
関と連携し予防接種の周
知・啓発を行う。

四種混合/件

MR（麻しん風しん混合)/件

日本脳炎/件

ヒブ/件

肺炎球菌/件

水痘/件

五種混合/件

妊婦歯科受診者数/人

歯科無料健診
参加者数/人
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R元年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度
基本
目標

基本
施策

主な
取組み

①担当課
※現担当課名

②事業内容 ③方針
④実績 ⑤進捗状

況評価 ⑥R7年度の目標
項目

1.利用者
支援事業

健康課・
子育て支援課

児童やその保護者が、
幼稚園・保育所・認定こ
ども園などの施設選択
や、一時預かり事業、放
課後児童クラブなどの
子育て支援事業を円滑
に利用できるよう、身近
な場所で情報収集と提
供を行い、必要に応じて
相談や助言を行うととも
に、関係機関との連絡
調整などを行う。

まる育サポートにおい
て、利用者の個別ニー
ズを把握し、相談や情
報提供、教育・保育施設
や地域子ども・子育て支
援事業実施施設などと
の連絡・調整を行い、各
種事業の利用支援など
を行う利用者支援事業
の充実を図ります。

利用者支援事業（基
本型）を子育て支援課
で、利用者支援事業
（母子保健型）を健康
課で実施。

利用者支援事業（基
本型）を子育て支援課
で、利用者支援事業
（母子保健型）を健康
課で実施。

利用者支援事業（基
本型）を子育て支援課
で、利用者支援事業
（母子保健型）を健康
課で実施。

利用者支援事業（基
本型）を子育て支援課
で、利用者支援事業
（母子保健型）を健康
課で実施。

利用者支援事業（基
本型）を子育て支援課
で、利用者支援事業
（母子保健型）を健康
課で実施。

子育て支援課
（基本型）１か所
（こども家庭センター
型児童福祉機能）１か
所
健康課
（こども家庭センター
型母子保健機能）1か
所

A

こども家庭センターと関係
機関とのスムーズな情報共
有や連携を行うことで、継
続的に支援を進めていく。

2.家庭児
童相談

子育て支援課

子育てに関する心配や
不安、引きこもり、非行
など、親子のあり方や子
どもの育て方を共に考
え、問題をどう解決する
かについて援助する。

香川県西部子ども相談
センター・警察をはじめ
関係機関との連携強化
を図ります。

2,600
(361)

3,421
(462)

3,491
(418)

4,998
(398)

6,361
(436)

6,600
(499)

A

引き続き関係機関との連携
を図りながら、子育てや家
庭に関する様々な相談に
対応し、支援を行っていく。
また、R７年度に開設したこ
ども家庭センターにおける
母子保健との一体的な相
談体制の構築に取り組む。

3.子育て
支援情報
ホーム
ページの
開設・運営

子育て支援課

市の子育て支援に関す
る情報や子育て施設・
団体の情報などを一つ
に集約し、市のホーム
ページやスマートフォン
などから情報提供を行
う。

子育て情報誌、ホーム
ページ、広報誌などを活
用して、子育てに関する
情報を継続的に提供し
ます。また、健康診査時
や相談窓口などにおい
て、各種情報をわかりや
すく紹介するよう取り組
みます。

76,980
（新規事業：

令和元.11.21～令和2
年3月末）

395,709 235,076 138,795 43,916 59,475 A
子育てに関する幅広い情
報を提供し、子育て世代を
支援する。

4.子育てナ
ビ「まる
LouLou（る
る）」

健康課

丸亀市の子育てに役立
つ情報が検索できるア
プリ。子育てに関する疑
問や悩みの相談にも対
応する。

保護者のニーズに合わ
せた情報発信や機能の
充実を図り、利用促進
に努めます。

1,136 1,476 1,791 1,982

114,245
（登録者数723人）

＊R5年6月よりアプリ
が

「まるLouLou」に変更
母子手帳の記録機能

も有

150,507
（登録者数1,167人）

A

引き続き子育て情報の充
実を図るとともに、プッシュ
通知によるお知らせや予約
受付など利用者の利便性
の向上に努める。

Ⅱ
：
子
ど
も
を
育
む
家
庭
を
支
援
し
ま
す

2
.

相
談
支
援
・
情
報
提
供

相談延件数/件
（実人数/人）

アクセス数/件

アクセス数/件
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R元年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度
基本
目標

基本
施策

主な
取組み

①担当課
※現担当課名

②事業内容 ③方針
④実績 ⑤進捗状

況評価 ⑥R7年度の目標
項目

1.待機児
童の解消

幼保運営課

0～2歳児においては、
現在利用されていない
保育室を活用するなど、
既存保育所の定員枠拡
大に取り組み、市全体
で受入れ体制を整えて
いく。
待機児童の発生原因の
一つが保育士不足とい
う現状を踏まえ、新卒保
育士や潜在保育士への
働きかけなどにより、保
育士確保に努める。
新たに開設を計画する
地域型保育事業者など
へ積極的に情報提供を
行い、新規参入を促す。
待機児童の解消に向け
て、市単独の修学資金
の貸付や人材バンクの
実施のほか、私立園に
対する保育士人件費補
助などを通して、一層の
保育士確保に努める。

待機児童の解消に向け
て、市単独の修学資金
の貸付や人材バンクの
実施のほか、私立園に
対する保育士人件費補
助などを通して、一層の
保育士確保に努めま
す。

101
49

0
66

0
53

0
63

0
49

0
47

A

令和7年4月1日現在におい
ても待機児童0人であった
ので、引き続き市単独の人
件費補助や就職準備金の
貸付、さらには潜在保育士
の掘り起こしなどの保育士
確保対策事業に取り組むこ
とにより、さらに多く市内の
保育所等で働く保育士を確
保し、保育ニーズの受け皿
確保に努める。
また、公立園については、
働き方改革を進め、保育士
確保・離職防止に努める。

2.乳児保
育事業

幼保運営課
保護者の就労事情など
により、0歳児からの保
育を実施する。

17 18 18 18 18 18 A

実施箇所数は目標を達成
したものの、低年齢児を中
心とした私的待機は多く発
生している状況であること
から、保育士確保に努め、
受入人数の拡大に努める
必要がある。

3.延長保
育事業

幼保運営課

保育認定を受けた子ど
もについて、保護者の
就労時間などにより、通
常の利用日及び利用時
間以外の日及び時間に
おいて保育を行う。

16 17 17 17 17 18 A

令和6年度より、私立こども
園が認可を受けたため18
園で実施した。引き続き、
受入れ先の維持・確保に努
める。

子育て支援課
1

（一般型：コムコムひろ
ば）

1
（一般型：コムコムひろ

ば）

1
（一般型：コムコムひろ

ば）

1
（一般型：コムコムひろ

ば）

1
（一般型：コムコムひろ

ば）

1
（一般型：コムコムひろ

ば）
A 事業の安定的継続を図る。

幼保運営課
8

(一般型：6、幼稚園
型：2）

10
(一般型：7、幼稚園

型：3）

10
(一般型：7、幼稚園

型：3）

10
(一般型：7、幼稚園

型：3）

10
(一般型：7、幼稚園

型：3）

11
（一般型：7、幼稚園

型：4）
A

方針と同様。
（現在、しおや保育所は一
時休止中）

3 3 3 3 3 4

69 50 55 60 67 66

11 0 4 9 42 37

1 1 1 1 1 1

218 222 230 199 209 212

863 885 866 827 718 664

37 43 42 46 49 50

A
利用者の要望に適切な対
応ができるよう、施設との
連携を強化する。

ショート延利用者数/人

トワイライト延利用者数/人

3
.

地
域
に
お
け
る
多
様
な
保
育
ニ
ー
ズ
等
へ
の
対
応

4/1待機児童数/人
10/1待機児童数/人

乳児保育、時間外（延
長）保育事業、一時預か
り事業、子育て短期支
援事業、子育て援助活
動支援事業などの地域
子ども・子育て支援事業
の充実を図ります。

実施か所数/園

実施か所数/園

4.一時預
かり事業

【一般型】
保護者の就労・病気な
どにより、家庭において
一時的に保育が困難と
なった就学前の子ども
を保育所（園）などで受
入れ、保育を行う。
【幼稚園型】
幼稚園や認定こども園
において主に在園児を
対象に、通常の教育時
間の前後や土曜、長期
休業中に一時的に預か
り必要な教育を行う。

実施か所数/か所

実施か所数/園

5.子育て
短期支援
事業
〔ｼｮｰﾄｽﾃ
ｲ、ﾄﾜｲﾗｲﾄ
ｽﾃｲ〕

6.子育て
援助活動
支援事業
〔ﾌｧﾐﾘｰ･ｻ
ﾎﾟｰﾄ･ｾﾝ
ﾀｰ〕

子育て支援課

乳幼児や小学生の児童
がいる子育て家庭を対
象に、援助をお願いした
い人（おねがい会員）
と、育児の援助を行いた
い人（まかせて会員）が
会員登録をし、会員相
互間で育児の援助を行
う。

実施か所数/か所

A
登録会員数の増加を目指
す。

まかせて会員数/人

お願い会員数/人

両方会員数/人

子育て支援課

保護者の病気や仕事な
どの理由により、家庭に
おいて子どもを養育す
ることが一時的に困難
になった場合に、児童養
護施設などにおいて一
定期間、養育・保護を行
う。

実施か所数/か所
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R元年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度
基本
目標

基本
施策

主な
取組み

①担当課
※現担当課名

②事業内容 ③方針
④実績 ⑤進捗状

況評価 ⑥R7年度の目標
項目

1 1 1 1 1 1

市内利用数/人 1,107 612 957 835 1,261 1,039

市外利用数/人 237 135 276 208 248 248

8.子育て
ホームヘ
ルプサー
ビス

子育て支援課

小学校３年生までの子
どもの保護者が、疾病
や出産などの理由で一
時的に育児・家事に関
する援助を必要とする
場合、家庭へホームヘ
ルパーを派遣する。

小学校３年生までの児
童の保護者が、疾病や
出産などの理由で一時
的に育児・家事に関す
る援助を必要とした場合
にスムーズに対応でき
るよう、子育てホームヘ
ルプサービス事業の充
実に努めます。

17
（2）

24
（3）

19
（4）

47
（9）

34
（5）

18
(3)

A
利用申請があった際に適
切な対応ができるよう、支
援の充実を図る。

7.病児・病
後児保育
事業

子育て支援課

子どもが発熱などの急
な病気になった場合に、
病院・保育所（園）など
に付設された専用ス
ペースにおいて、看護
師などが一時的に保育
を行う。

より身近な場所で利用
ができるよう、実施施設
の増加に努めます。

B

事業の周知をすすめる。
ニーズに応じた対応を進
め、実施施設の増加につい
て検討を行う。

利用延日数/日
（利用実人数/人）

実施か所数/か所
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R元年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度
基本
目標

基本
施策

主な
取組み

①担当課
※現担当課名

②事業内容 ③方針
④実績 ⑤進捗状

況評価 ⑥R7年度の目標
項目

人権課

幼保運営課

学校教育課

2.家庭児
童相談事
業

子育て支援課

3.心の健
康づくりと
仲間づくり

健康課

こころの健康相談の開
催や母子愛育班、母子
保健推進員などと協力
し、地域の中で親子が
孤立しないよう支援す
る。

地域の子育て支援者と
連携を図り、母子が孤
立しないよう支援しま
す。

精神福祉士によるここ
ろの相談及び訪問を
実施。ウエルカム広場
や各教室等では仲間
づくりができるよう取り
組んだ。

精神福祉士によるここ
ろの相談及び訪問を
実施。ウエルカム広場
や各教室等では仲間
づくりができるよう取り
組んだ。

精神福祉士によるここ
ろの相談及び訪問を
実施。ウエルカム広場
や各教室等では仲間
づくりができるよう取り
組んだ。

精神福祉士によるここ
ろの相談及び訪問を
実施。ウエルカム広場
や各教室等では仲間
づくりができるよう取り
組んだ。

精神福祉士によるここ
ろの相談及び訪問を
実施。ウエルカム広場
や各教室等では仲間
づくりができるよう取り
組んだ。

精神福祉士によるここ
ろの相談及び訪問を
実施。ウエルカム広場
や各教室等では仲間
づくりができるよう取り
組んだ。

A

子育て支援に関する情報
提供を行い、妊産婦や乳幼
児をもつ保護者が必要な時
に必要な支援が受けれるよ
う支援する。

Ⅱ
：
子
ど
も
を
育
む
家
庭
を
支
援
し
ま
す

4
.

児
童
虐
待
防
止
対
策

1.人権教
育・啓発

（Ⅰ-7-4と同事業）

（Ⅰ-7-4と同事業）

（Ⅰ-7-4と同事業）

（Ⅱ-2-2と同事業）

4.家庭児
童相談室
（要保護児
童対策地
域協議会）

子育て支援課

虐待を受けた子どもを
はじめとする要保護児
童等に関する必要な情
報の交換や支援を行う
ために支援関係機関で
協議を行う。

・学校等への定期的な
見守り依頼や定期健診
時の状況を情報として
共有するなどして、児童
虐待の早期発見につな
がる「気づき」体制の確
立に努めます。
・西部子ども相談セン
ターや香川県子ども女
性相談センターをはじめ
主任児童委員、福祉推
進委員などの福祉関係
者、保健、医療、教育、
警察などとの綿密な連
携のもと、要保護児童
対策地域協議会の効率
的な運営を図り、引き続
き児童虐待の発生予
防・早期発見に努めると
ともに、ケースに応じて
継続的で一体的な支援
を行います。また、
「189」などの相談窓口
の周知に努めます。
・特に丸亀警察署とは、
令和元年度に「児童虐
待事案対応の連携強化
に関する協定書」を締結
しており、今後も連携を
強化していきます。
・令和2年度より、実務
者会議の構成員として
新たに医師会が参画
し、医療機関との連携
強化、小児科医からの
専門的助言を得る体制
を整備します。
・児童虐待防止を推進
するため、様々な方法
で普及啓発を行うととも
に、乳幼児健診や乳児
家庭全戸訪問事業等の
機会を通じて、虐待、特
にネグレクトに該当する
行為（自宅や車内への
放置等）の防止の普及
啓発や養育支援を必要
とする子ども等の早期
把握・支援に努めます。

代表者会/回
実務者会/回
個別ケース会/回
（実施回数）

代表者会１
実務者会１２

個別ケース会５８

代表者会１
（書面開催）

実務者会１１
個別ケース会９０

代表者会１
実務者会１２

個別ケース会４８

代表者会１
実務者会１２

個別ケース会３８

代表者会１
実務者会１２

個別ケース会２６

代表者会議1
（書面開催）

実務者会議12
個別ケース会19

Ａ 方針と同様

16



R元年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度
基本
目標

基本
施策

主な
取組み

①担当課
※現担当課名

②事業内容 ③方針
④実績 ⑤進捗状

況評価 ⑥R7年度の目標
項目

5.子育て
支援総合
相談窓口

子育て支援課

妊娠期から18歳までの
子育てに関するあらゆ
る相談に、専門相談員
が幅広く対応し、必要に
応じて保健・医療・教
育・福祉などの各機関と
協力しながら、継続的な
支援を行う。

市町村子ども家庭総合
支援拠点（子育て支援
総合相談窓口のうち、ま
る育サポート～あだぁ
じぉと家庭児童相談室
の連携、関係機関との
連絡調整）の機能の充
実を図り、児童虐待の
防止に努めます。

363
175
188

402
160
242

1,004
379
625

新たな取組
・半日専門相談員

の常駐
・休日相談の実施

・ホームページの開設
・保育現場への研修

・保育教育相談日

1,047
414
633

新たな取組
・保育士の半日常駐

975
325
650

941
258
683

A

令和７年４月に設置したこ
ども家庭センターにおい
て、母子保健と児童福祉が
一体となり、妊娠期からこ
どもが１８歳になるまで、切
れ目なく支援できるように
体制を整えていく。
また地域の身近な相談窓
口であるこども家庭セン
ター連携相談窓口や関係
機関と連携しながら相談対
応に努める。

1.家庭教
育講座

まなび文化課

教育・保育施設や小・中
学校に通う子どもの保
護者を対象に家庭教育
講座を実施し、子どもに
関わる大人の学びの場
を提供し、子どもの成長
について理解を深めた
り、自身の抱える課題を
共有して解決へ導く。

23
（1,672）

4
（125）

新型コロナウイルスの
影響で実施数減

5
（190）

新型コロナウイルスの
影響で実施数減

10
（301）

新型コロナウイルスの
影響で実施数減

15
（474）

19
（672）

A

保護者の教育力向上を図
るとともに、課題や悩み事
など、子育ての問題解決に
向けての講座を充実させ
る。また、コロナ対策が規
制緩和されたことで、より一
層の講座開催を促す。ま
た、保護者のニーズや悩み
事を事業に反映させるた
め、各講座実施後にアン
ケートを実施する。

2.PTAとの
連携

学校教育課

共通課題（小・中学生の
スマホ等適正な利用な
ど）について、情報交換
を活発に行い、協働して
課題解決に取り組む。

23 23 23 23 23 22 A 方針と同様

3.子ども講
座

まなび文化課

親子のふれあいや物づ
くり体験に主眼を置き、
知識や技能の習得に加
え、新たな仲間づくりの
機会を提供する。

子どもたちの知識や技
能の向上を図るための
ニーズにあった講座を
継続して開催していきま
す。

4
（80）

4
（44）

4
（54）

4
（70）

4
（66）

4
（80）

A

子どもたちの知識や技能の
向上を図るため、ニーズに
あった講座を企画し、情報
発信を行う。

利用件数/件
うち窓口相談/件
専門相談/件

5
.

家
庭
の
教
育
力
の
向
上

・保護者の教育力を高
めるため、子どもの成長
や子育てに関する知識
や技術が学べる講座を
開催し、子どもの成長や
子育てについて理解を
深めます。また、講座に
参加することで、子ども
を育てる中で抱えている
課題を共有・分析し、そ
の解決につなげていき
ます。
・希望する講座が受講
できるよう、日数を増や
すことができるよう調整
します。

実施回数/回
（参加者数/人）

配布校数/校

講座数/講座
（参加人数/人）
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R元年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度
基本
目標

基本
施策

主な
取組み

①担当課
※現担当課名

②事業内容 ③方針
④実績 ⑤進捗状

況評価 ⑥R7年度の目標
項目

1.こども医
療費助成
制度

子育て支援課

18歳までの子どもに対
し、入院・外来ともに健
康保険診療にかかる医
療費の自己負担分を助
成するなど、負担軽減を
図る。

260,263 208,693 231,362 230,460
304,349

※令和5年度より15歳
から18歳に延長

308,183 A 制度の周知を図る。

2.丸亀市こ
うのとり支
援事業

健康課

特定不妊治療（体外受
精・顕微授精）を受けた
夫婦に対して治療費の
一部を助成し、負担軽
減を図る。

148 130 195 183 197 155 A 制度の周知を図る。

3.ひとり親
家庭等医
療費助成
制度

子育て支援課

ひとり親家庭などにおけ
る母又は父と扶養され
ている18歳までの子ど
もに対して健康保険診
療にかかる医療費の自
己負担部分を助成し、
負担軽減を図る。

53,099 46,155 48,126 48,321 48,845 47,814 A 制度の周知を図る。

4.保育料
の軽減

幼保運営課

多子家庭やひとり親家
庭、低所得家庭に対し
て保育料を軽減し、子
育て家庭における経済
的な負担を緩和する。

10月から、国の幼児
教育無償化を実施し
た。（3歳以上の全て
の子どもと、0から2歳
児までは、住民税非
課税世帯のみ）

令和元年10月から、
国の幼児教育無償化
を実施した。（3歳以上
の全ての子どもと、0
から2歳児までは、住
民税非課税世帯の
み）

令和元年10月から、
国の幼児教育無償化
を実施した。（3歳以上
の全ての子どもと、0
から2歳児までは、住
民税非課税世帯の
み）

令和元年10月から、
国の幼児教育無償化
を実施した。（3歳以上
の全ての子どもと、0
から2歳児までは、住
民税非課税世帯の
み）

令和元年10月から、
国の幼児教育無償化
を実施した。（3歳以上
の全ての子どもと、0
から2歳児までは、住
民税非課税世帯の
み）

令和元年10月から、
国の幼児教育無償化
を実施した。（3歳以上
の全ての子どもと、0
から2歳児までは、住
民税非課税世帯の
み）

A
引き続き、国の幼児教育無
償化を行う。

5.就学援
助制度

教育部総務課

経済的な理由により、
小・中学校への就学が
困難な児童・生徒の保
護者に、学用品費など
の一部または全額を支
給し、負担軽減を図る。

100 100 100 100 100 100 A 制度の周知を図る。

6.幼児教
育・保育に
係る給食
費の無償
化

幼保運営課

子育て世帯の負担軽減
のため、全ての3歳児か
ら5歳児までの給食費を
無償化する。

国の幼児教育・保育の
無償化の導入を円滑に
進めるとともに、本市独
自の給食の無償化を実
施します。

実施 実施 実施 実施 実施 実施 A 方針と同様

7.多子世
帯出産祝
金支給事
業

子育て支援課

多子世帯の３人目以降
の子どもの出産祝金を
支給し、多子世帯の子
育て費用の負担軽減を
図る。

多子世帯の負担軽減の
ため、出産祝金を支給
します。

― 129 180 127 118 115 Ａ 制度の周知を図る。

Ⅱ
：
子
ど
も
を
育
む
家
庭
を
支
援
し
ま
す

6
.

経
済
的
支
援

各種制度の周知・啓発
を行い、利用促進に努
めます。

助成件数/件

助成延件数/件

助成件数/件

事前周知状況/％

事業の実施

支給件数/件
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R元年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度
基本
目標

基本
施策

主な
取組み

①担当課
※現担当課名

②事業内容 ③方針
④実績 ⑤進捗状

況評価 ⑥R7年度の目標
項目

1.ひとり親
家庭自立
支援

子育て支援課

ひとり親家庭などについ
て自立を目的とした相
談指導や情報提供をは
じめ、経済的自立と生活
意欲の助長を目的とし
た資金の貸付、経済的
自立に効果の高い資格
を取得する場合の経費
の一部支給などを行う。

ひとり親家庭などについ
ては、国の基本方針な
どに即して、生活支援、
就業支援、経済的支援
を行い、総合的な自立
支援を推進します。

1,065
（母子1,023）

（父子42）

907
（母子875）
（父子32）

759
（母子737）
（父子22）

420
（母子396）
（父子24）

461
（母子448）
（父子13）

198
（母子189）

（父子9）
A 方針と同様

2.生活困
窮者自立
相談支援

福祉課

複合的な問題を抱える
生活困窮者やその家族
（子ども）に対して、自立
相談支援センター（通称
あすたねっと）を相談窓
口として「住宅確保給付
金」等、また貧困の連鎖
を防止するため小・中学
生、高校中退者、中学
既卒者等を対象とした
「学習支援事業」など各
種事業のつなぎや関係
機関等と連携し寄り添
いながら問題解決に向
けての支援を行う。

複合的な問題を抱える
生活困窮者やその家族
（子ども）に対して、自立
相談支援センター（通称
あすたねっと）を相談窓
口として「住宅確保給付
金」等、また貧困の連鎖
を防止するため小・中学
生、高校中退者、中学
既卒者等を対象とした
「学習支援事業」など各
種事業のつなぎや関係
機関等と連携し寄り添
いながら問題解決に向
けての支援を行います。

実施回数
小学生延べ47回
延べ367人
中学生延べ49回
延べ370人

実施回数
小学生延べ42回
延べ271人
中学生延べ42回
延べ243人

実施回数
小学生延べ41回
延べ246人
中学生延べ40回
延べ137人

実施回数
小学生延べ49回
延べ212人
中学生延べ51回
延べ179人

実施回数
小学生延べ51回
延べ228人
中学生延べ48回
延べ161人

実施回数
小学生延べ47回
延べ218人
中学生延べ47回
延べ135人

Ａ 方針と同様

3.多言語
による情
報提供

子育て支援課
ほか

市民向け文書において
多言語で対応する必要
性がある場合に、英語
をはじめとする多言語
文書を作成する。

外国籍の子どもや保護
者が、子育て支援に関
するさまざまな情報を入
手しやすいよう、多言語
による情報提供や窓口
における通訳の確保に
努めます。

継続 継続 継続 継続

継続
虐待予防啓発チラシ
についても多言語対
応を行った。

継続 Ａ 方針と同様

7
.

配
慮
が
必
要
な
家
庭
へ
の
支
援

延相談件数/件

学習支援事業：
学習支援員（教員免
許取得者）４名を配
置し、児童及び保護
者と面談のうえ、児
童ごとに学習指導内
容を決定。毎週土、
木に実施し、週２回
の利用可。

医療制度に関して
は、英語・中国語・ス
ペイン語の説明文書
を完備。

19



R元年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度
基本
目標

基本
施策

主な
取組み

①担当課
※現担当課名

②事業内容 ③方針
④実績 ⑤進捗状

況評価 ⑥R7年度の目標
項目

35 40 43 22 31 44

43 100 100 84 84 130

76.6 185.7 185.7 290.0 290.0 325.0

2.通学路
の点検や
カラー化な
どによる安
全確保

建設課

狭い市道において歩行
空間が明確になるよう
一定の基準に基づき通
学路をカラー化し、安全
対策を具現化する。

通学路のカラー化を
行った箇所の点検を
行ったが、塗り直しが
必要な箇所はなかっ
た。

通学路のカラー化を
行った箇所の点検を
行ったが、塗り直しが
必要な箇所はなかっ
た。

カラー化実施個所の
点検や各小学校への
通学路の指定状況の
ヒアリングに着手し
た。

カラー化実施箇所の
点検結果から塗り直し
作業を実施、また、通
学路の指定状況のヒ
アリングについては完
了した。

点検結果から薄くなっ
た箇所の塗り直しと、
通学路指定状況調査
から新たに着色が必
要となった新規路線
のカラー化を行った。

引続き、点検結果から
カラー化の塗り直し作
業と、新たに通学路と
なった新規路線のカ
ラー化を行った。

A

引続き、点検結果から薄く
なった箇所の塗り直しと、
通学路の指定状況調査か
ら新規路線のカラー化を行
いつつ、並行して通学路の
カラー化の点検も行い、今
後の塗り直し計画を立て
る。

3.交通安
全指導・啓
発

生活環境課

教育・保育施設におい
て、交通ルールを遵守
する大切さや、交通安
全に必要な知識の習得
を目的に、交通安全
キャンペーンや交通安
全教室を実施し、交通
安全意識の普及・浸透
を図る。

幼稚園・保育所・認定こ
ども園や小・中学校にお
いて交通安全教室を実
施し、子ども自らが交通
事故から自分の身を守
る力を養えるよう、意識
の向上を図ります。

133

75
※新型コロナウイルス
感染拡大防止のため

減少した。

82 88 99 108 A 方針と同様

生活環境課
Fネット通信を丸亀市
ホームページへ掲載

13 22 22 21 20 12 A 配信により情報共有。

少年育成
センター

学校・関係機関へFAX
およびメール配信で不
審者情報を提供すると
ともに、青パトでパト
ロールを実施する。

48 45 29 22 15 24 A

FAXおよびメール配信、市
ホームページで不審者情
報を学校・警察・保護者・地
域へ提供するとともに、発
生場所を重点箇所に加え、
青パトで巡回する。

5.防犯パト
ロール

生活環境課

地域ぐるみで地域安全
活動（自主防犯パトロー
ル隊）が行われるよう支
援する。

23 23 23 23 22 22 A 方針と同様

6.防犯意
識啓発

生活環境課

市民が安心して暮らす
ことのできる安全な地域
社会の実現のために地
域安全活動を推進し、
防犯安全意識の高揚を
図る。

防犯協会、警察と連
携し、防犯意識啓発を

行った。
116

防犯協会、警察と連
携し、防犯意識啓発を

行った。
55

※新型コロナウイルス
感染拡大防止のため

減少した。

防犯協会、警察と連
携し、防犯意識啓発を

行った。
45

※新型コロナウイルス
感染拡大防止のため

減少した。

防犯協会、警察と連
携し、防犯意識啓発を

行った。

58

防犯協会、警察と連
携し、防犯意識啓発を

行った。

58

防犯協会、警察と連
携し、防犯意識啓発を

行った。

61

A 方針と同様

7.緊急避
難場所「こ
どもSOS」
の設置・点
検

少年育成
センター

子どもを不審者などによ
る犯罪から守るために、
緊急避難場所となる「こ
どもSOS」を設置する。

3
（新設）

5
（新設数）

3
（新設数）

14
（新設数）

7
（新設数）

11
（新設数）

A

市広報などを通じて、積極
的な新規設置を呼びかけ
る。また、校区の学校に情
報を提供する。

Ⅲ
：
安
心
し
て
子
育
て
で
き
る
地
域
社
会
の
環
境
整
備
を
図
り
ま
す

カーブミラー新設数/基

交通安全教室開催数/回

4.不審者
情報の提
供

不審者情報の提供体制
を充実するとともに、地
域の人々や関係機関の
協力を得て、「こども
SOS」の設置や自主防
犯パトロール活動を支
援し、地域ぐるみで不審
者や犯罪などから子ど
もを守る取組を推進しま
す。

配信件数/件

配信件数/件

団体数/団体

防犯教室開催数/回

設置件数/件

A

カーブミラー、転落防護柵、
視線誘導標などの道路付
属物を、必要に応じ設置す
るほか、設置した施設の維
持管理にも努める。また、
子供たちが利用する通学
路については、学校、保護
者、警察、道路管理者な
ど、関係機関が連携して、
改善に取り組む。

視線誘導標新設数/基

転落防護柵/m

1
.

安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

1.交通安
全施設の
点検整備

建設課

交差点での事故防止の
ためにカーブミラーを設
置したり、道路の高低差
がある危険箇所に転落
防止柵を設けるなど、安
全な道路環境の整備を
行う。

道路などの危険箇所
に、必要に応じてカーブ
ミラー、視線誘導標など
の交通安全施設の設置
や維持管理に努めま
す。また、通学路につい
ては、通学路安全プロ
グラムや登下校防犯プ
ランに基づき、地域の
人々や道路管理者など
の関係機関の主体的な
参加のもと合同点検等
を行い、ハード・ソフトの
両面から対策を検討し、
交通安全教育や環境の
整備・改善に取り組みま
す。
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R元年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度
基本
目標

基本
施策

主な
取組み

①担当課
※現担当課名

②事業内容 ③方針
④実績 ⑤進捗状

況評価 ⑥R7年度の目標
項目

1.道路改
良時の歩
道等のﾊﾞﾘ
ｱﾌﾘｰ化

建設課

道路の改良時などには
バリアフリー化を考慮し
た計画、施行を行いま
す。

交通弱者である歩行者
などが利用する歩道の
整備には、引き続き、バ
リアフリー化を考慮に入
れた計画、施工を行い
ます。

ＪＲ丸亀駅周辺の歩道
については、整備計
画に基づき概ねバリ
アフリー化されてい
る。また、道路改良時
などには、バリアフ
リーを考慮した歩道設
計としている。

ＪＲ丸亀駅周辺の歩道
については、整備計
画に基づき概ねバリ
アフリー化されてい
る。また、道路改良時
などには、バリアフ
リーを考慮した歩道設
計としている。

ＪＲ丸亀駅周辺では、
県道丸亀停車場線の
歩道整備によりバリア
フリー化され、子育て
世代のみならず、みん
なに優しい歩道空間と
なった。

県営事業として、県道
高松善通寺線のうち
県道丸亀停車場線と
の交差点から丸亀郵
便局南西交差点まで
の区間で、無電柱化
による歩道のバリアフ
リー化事業が着手さ
れた。

県営事業として、県道
高松善通寺線のうち
県道丸亀停車場線と
の交差点から丸亀高
校北側市道との交差
点区間において、無
電柱化による歩道の
バリアフリー化が進め
られている。

JR丸亀駅北側の市道
において歩道修繕工
事を実施した。また、
県営事業として、県道
高松善通寺線のうち
県道丸亀停車場線と
の交差点から丸亀高
校北側市道との交差
点区間において、歩
道の無電柱化が進ん
でおり、歩道のバリア
フリー化が推進されて
いる。

A

香川県が実施する県道高
松善通寺線の無電柱化と、
市が実施する市道丸亀駅
前線他（駅前広場）の舗装
修繕やスロープ構築等によ
り、歩道等のバリアフリー
化を進める。

2.公共施
設におけ
る授乳室
等の整備
促進

庶務課
ほか

子ども連れの親子が安
心して外出できるよう、
授乳やおむつ替えス
ペース、子ども用トイレ
など、本庁舎における施
設整備を促進する。

子ども連れの親子が安
心して外出できるよう、
授乳室やおむつ替え可
能な多目的トイレなど、
庁舎における施設整備
を図ります。

おむつ替えスペース2
授乳室１

おむつ替えスペース
10

授乳室2
多目的トイレ7

おむつ替えスペース
10

授乳室2
多目的トイレ7

おむつ替えスペース
10

授乳室2
多目的トイレ7

※授乳室の授乳用椅
子を利用しやすいもの

に交換した

おむつ替えスペース
10

授乳室2
多目的トイレ7

おむつ替えスペース
10

授乳室2
多目的トイレ7

A
おむつ替えスペース及び授
乳室、多目的トイレの維持
管理に努める

3.マタニ
ティマーク
の活用

健康課

母子健康手帳発行時に
妊婦に対する周囲の人
の配慮を喚起するため
に、マタニティマークを
啓発する。

妊婦だけでなく、広く一
般的にマタニティマーク
の普及・啓発を行い、地
域の子育て支援の意識
を高めます。

881 839 865 764 707 708 A
マタニティマークの普及・啓
発を行う。

2
.

子
育
て
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
ま
ち
づ
く
り

設置か所数/か所

配布数/枚
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R元年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度
基本
目標

基本
施策

主な
取組み

①担当課
※現担当課名

②事業内容 ③方針
④実績 ⑤進捗状

況評価 ⑥R7年度の目標
項目

1.男女共
同参画の
推進、固
定的性別
役割分担
意識の解
消

人権課

市ホームページへの掲
載や、パンフレットの設
置など、情報を発信す
る。

・男女が共に仕事と家
庭のバランスがとれた
生活を送れるよう、市
民、企業、関係団体、行
政が協働し、「ワーク・ラ
イフ・バランス」の取組を
進めます。
・家事・育児の負担が女
性に偏らないよう、家庭
責任を男女が共同で担
うという意識の啓発に努
める。

・丸亀市男女共同参
画に関する企業アン
ケートは令和2年度に
実施する予定。
・男性の育児休業取
得促進奨励金制度活
用事業所HP紹介（4
社）※内１社は、従業
員５人の事業所であ
り、３年連続の支給と
なった
・子どもと作ろう!!男性
料理教室開催（４回、
116人参加）
・仕事と育児/介護の
両立支援セミナー開
催（３回、16団体17人
参加）

・丸亀市男女共同参
画に関する企業アン
ケートを実施（回収率
52.6％）。
・男性の育児休業取
得促進奨励金制度活
用事業所HP紹介（5
社）※農業法人、医療
機関からの申請もあ
り、支給事業所の形
態が多様化した
・瀬戸内中讃定住自
立圏女性活躍推進協
議会主催の講演会に
て「コロナ危機は働き
方を見直すチャンス」
を実施。153人が参加
※・ワーク・ライフ・バ
ランス推進コンサルタ
ント派遣事業の支援
終了後の２企業の姿
などを追跡取材し、講
演会会場にてパネル
展示。

・令和4年度から5年間
を計画期間とする第4
次男女共同参画プラ
ンまるがめを策定。プ
ラン策定のため、教頭
会を含めたヒアリング
（9か所）を実施したほ
か、意識醸成のため
市民フォーラムを開催
（2回、58人参加）
・男性の育児休業取
得促進奨励金制度活
用事業所HP紹介（4
社）※うち１社は３年
連続の支給となった。

・男性の育児休業取
得促進奨励金制度活
用事業所HP紹介（3
社）※うち１社は３年
連続の支給となった。
・男女共同参画セミ
ナー「～基礎から学ぶ
～家族みんなでお掃
除・収納！」開催（コ
ミュニティ3回、マルタ
ス1回、計80人参加）
・ワーク・ライフ・バラン
ス通信登録企業者数
61社

・男性の育児休業取
得促進奨励金制度活
用事業所HP紹介（3
社）
・瀬戸内中讃定住自
立圏女性活躍推進協
議会主催の講演会(演
題：女性活躍推進は
共家事で決まる！)を
実施（参加者145人）
・ワーク・ライフ・バラン
ス通信（企業向けメー
ル配信）登録企業者
数：61社

男性の育児参画を促
進するための育児休
業取得促進奨励金支
給制度の周知（R6年
度支給6社）のほか、
ワーク・ライフ・バラン
ス推進や女性活躍推
進を目的に定住自立
圏域で講演会（参加
者157人）を実施する
など、男女共に仕事と
家庭を両立しやすい
職場づくりを促した。
また、男女共同参画
啓発紙（ハピネス）を
全戸配布するととも
に、市ＨＰにも掲載し、
より広く、より多くの市
民が男女共同参画の
意識を高められるよう
取り組んだ。

A

方針と同様
引き続き、市民や企業等へ
の啓発に努め、男女のワー
ク・ライフ・バランスを推進
する。

2.労働時
間短縮や
フレックス
タイム制の
奨励

産業観光課

国や県が行う当該事業
について、市ホームペー
ジへの掲載や、パンフ
レットの設置など、情報
を発信する。

働き方改革等に関わる
国や県の事業等につい
て、市ホームページへ
の掲載や、パンフレット
の設置など、情報発信
に努めます。

例年に引き続き、国や
県が行う当該事業に
ついて、市ホームペー
ジへの掲載や、パンフ
レットの設置など、情
報を発信した。

例年に引き続き、国や
県が行う当該事業に
ついて、市ホームペー
ジへの掲載や、パンフ
レットの設置など、情
報を発信した。

例年に引き続き、国や
県が行う当該事業に
ついて、市ホームペー
ジへの掲載や、パンフ
レットの設置など、情
報を発信した。

例年に引き続き、国や
県が行う当該事業に
ついて、市ホームペー
ジへの掲載や、パンフ
レットの設置など、情
報を発信した。

例年に引き続き、国や
県が行う当該事業に
ついて、市ホームペー
ジへの掲載や、パンフ
レットの設置など、情
報を発信した。

例年に引き続き、国や
県が行う当該事業に
ついて、市ホームペー
ジへの掲載や、パンフ
レットの設置など、情
報を発信した。

Ａ

引き続き、国や県が行う当
該事業について、市ホーム
ページへの掲載や、パンフ
レットの設置など、情報発
信に努める。

3.勤労者
の福利厚
生と企業
への啓発

産業観光課

福利厚生サービスを提
供する中讃勤労者福祉
サービスセンターの運
営を支援し、また、企業
にPRすることで、中小企
業で働く従業員の福利
厚生の向上に努める。

福利厚生サービスを提
供する中讃勤労者福祉
サービスセンターの運
営を支援し、また、企業
にＰＲすることで、中小
企業で働く従業員の福
利厚生の向上に努めま
す。

例年に引き続き、福利
厚生サービスを提供
する中讃勤労者福祉
サービスセンターの運
営を支援し、また、企
業にPRすることで、中
小企業で働く従業員
の福利厚生の向上に
努めた。また、キッズ
ウィークの取組みにつ
いては、子どもの休み
に合わせた休暇取得
の推進に努めた。

例年に引き続き、福利
厚生サービスを提供
する中讃勤労者福祉
サービスセンターの運
営を支援し、また、企
業にPRすることで、中
小企業で働く従業員
の福利厚生の向上に
努めた。キッズウィー
クの取組みについて
は、臨時休校となった
期間の授業日数を確
保するため、事業中
止になった。

例年に引き続き、福利
厚生サービスを提供
する中讃勤労者福祉
サービスセンターの運
営を支援し、また、企
業にPRすることで、中
小企業で働く従業員
の福利厚生の向上に
努めた。

例年に引き続き、福利
厚生サービスを提供
する中讃勤労者福祉
サービスセンターの運
営を支援し、また、企
業にPRすることで、中
小企業で働く従業員
の福利厚生の向上に
努めた。

例年に引き続き、福利
厚生サービスを提供
する中讃勤労者福祉
サービスセンターの運
営を支援し、また、企
業にPRすることで、中
小企業で働く従業員
の福利厚生の向上に
努めた。

例年に引き続き、福利
厚生サービスを提供
する中讃勤労者福祉
サービスセンターの運
営を支援し、また、企
業にPRすることで、中
小企業で働く従業員
の福利厚生の向上に
努めた。

Ａ

引き続き、福利厚生サービ
スを提供する中讃勤労者
福祉サービスセンターの運
営を支援し、また、企業にＰ
Ｒすることで、中小企業で
働く従業員の福利厚生の
向上に努める。

Ⅲ
：
安
心
し
て
子
育
て
で
き
る
地
域
社
会
の
環
境
整
備
を
図
り
ま
す

3
.

仕
事
と
子
育
て
が
両
立
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
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R元年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度
基本
目標

基本
施策

主な
取組み

①担当課
※現担当課名

②事業内容 ③方針
④実績 ⑤進捗状

況評価 ⑥R7年度の目標
項目

学校教育課

10月第3月曜日
(10/18)を学校閉庁日
として実施し、保護者
の休暇取得に努め
た。

10月第3月曜日
(10/17)を学校閉庁日
として実施し、保護者
の休暇取得に努め
た。

10月第3月曜日
(10/16)を学校閉庁日
として実施し、保護者
の休暇取得に努め
た。

10月第3月曜日
(10/21)を学校閉庁日
として実施し、保護者
の休暇取得に努め
た。

Ａ
10月第3月曜日（10/20）を
休業日に指定（当該日は学
校閉庁日とする）

幼保運営課

幼稚園、こども園につ
いては10月第3月曜日
(10/18)を休業日とし、
こども園の2・3号児や
保育所の保護者に
は、休暇取得の協力
を依頼した。

幼稚園、こども園につ
いては10月第3月曜日
(10/17)を休業日とし、
こども園の2・3号児や
保育所の保護者に
は、休暇取得の協力
を依頼した。

幼稚園、こども園につ
いては10月第3月曜日
(10/16)を休業日とし、
こども園の2・3号児や
保育所の保護者に
は、休暇取得の協力
を依頼した。

幼稚園、こども園につ
いては10月第3月曜日
(10/21)を休業日とし、
こども園の2・3号児や
保育所の保護者に
は、休暇取得の協力
を依頼した。

Ａ
10月第3月曜日（10/20）を
休業日に指定（幼稚園、こ
ども園）

産業観光課
ほか

事業所に対してキッズ
ウィークの周知啓発・協
力を関係機関と連携し
ながら働きかける。

- R2年度は事業中止

10月の第3月曜日を
「丸亀こどもデー」に定
め、公立の小・中学
校、幼稚園等を一斉
休暇とし、子どもの休
みに合わせた保護者
の休暇取得の推進に
努めた。また、10/16
（土）～18（月）にキッ
ズウィーク関連イベン
トを関係各課・団体に
より実施した。

10月の第3月曜日を
「丸亀こどもデー」に定
め、公立の小・中学
校、幼稚園等を一斉
休暇とし、子どもの休
みに合わせた保護者
の休暇取得の推進に
努めた。また、10/15
（土）～17（月）にキッ
ズウィーク関連イベン
トを関係各課・団体に
より実施した。

10月の第3月曜日を
「丸亀こどもデー」に定
め、公立の小・中学
校、幼稚園等を一斉
休暇とし、子どもの休
みに合わせた保護者
の休暇取得の推進に
努めた。また、10/14
（土）～16（月）にキッ
ズウィーク関連イベン
トを関係各課・団体に
より実施した。関連イ
ベント数は増加し、市
外の団体からもご協
力が得られた。

10月の第3月曜日を
「丸亀こどもデー」に定
め、公立の小・中学
校、幼稚園等を一斉
休暇とし、子どもの休
みに合わせた保護者
の休暇取得の推進に
努めた。また、10/19
（土）～21（月）にキッ
ズウィーク関連イベン
トを関係各課・団体に
より実施した。関連イ
ベント数は増加し、市
外の団体からもご協
力が得られた。

A
方針と同様
また、近隣市町への認知度
向上にも努める。

毎年10月の第3月曜日
の「丸亀子どもデー」を
学校、幼稚園、認定こど
も園の休業日に指定し、
3連休を設定すること
で、親子や地域との交
流が図れる機会とする。

キッズウィークについて
は、10月の第3月曜日を
「丸亀こどもデー」に定
め、公立の小・中学校、
幼稚園等を一斉休暇と
するなど、子どもの休み
に合わせた保護者の休
暇取得の推進に努めま
す。

-

10月第3月曜日
(10/19)を休業日に指
定していたが、新型コ
ロナの影響で一斉臨
時休業とした対応とし
て、授業日数確保の
ために中止した。(幼
稚園･こども園も中止)

4.キッズ
ウィークの
推進
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R元年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度
基本
目標

基本
施策

主な
取組み

①担当課
※現担当課名

②事業内容 ③方針
④実績 ⑤進捗状

況評価 ⑥R7年度の目標
項目

子育て支援課

地域子育て支援拠点施
設や児童館などにおい
て、子育てボランティア
を育成するため、地域
が子育てに対する意識
をもち、主体的な活動が
できるよう、積極的かつ
効果的な研修を支援し
ます。

各団体において、子
育て支援員研修や外
部研修等に積極的に
参加するなど、スタッ
フの資質向上に努め
た。また、子育てフェ
スタや児童館行事、地
域子育て支援拠点事
業実施団体が開催し
ているイベント等でボ
ランティアが活躍でき
る場を提供した。

各団体において、子
育て支援員研修や外
部研修等に積極的に
参加するなど、スタッ
フの資質向上に努め
た。また、地域子育て
支援拠点事業実施団
体が開催しているイベ
ント等でボランティア
が活躍できる場を提
供した。

各団体において、子
育て支援員研修や外
部研修等に積極的に
参加するなど、スタッ
フの資質向上に努め
た。

各団体において、子
育て支援員研修や外
部研修等に積極的に
参加するなど、スタッ
フの資質向上に努め
た。また、子育てフェ
スタや児童館行事、地
域子育て支援拠点事
業実施団体が開催し
ているイベント等でボ
ランティアが活躍でき
る場を提供した。

各団体において、子
育て支援員研修や外
部研修等に積極的に
参加するなど、スタッ
フの資質向上に努め
た。また、子育てフェ
スタや児童館行事、地
域子育て支援拠点事
業実施団体が開催し
ているイベント等でボ
ランティアが活躍でき
る場を提供した。

各団体において、子
育て支援員研修や外
部研修等に積極的に
参加するなど、スタッ
フの資質向上に努め
た。また、子育てフェ
スタや児童館行事、地
域子育て支援拠点事
業実施団体が開催し
ているイベント等でボ
ランティアが活躍でき
る場を提供した。

A 方針と同様

幼保運営課

ボランティア団体が実際
に活動できる機会や場
を提供するとともに、ボ
ランティア団体の活動を
支援します。

引き続きボランティア
１団体に対して、活動
の場を提供するなど
の支援を行っている。

引き続きボランティア
１団体に対して、活動
の場を提供するなど
の支援を行っている。

引き続きボランティア
１団体に対して、活動
の場を提供するなど
の支援を行っている。

引き続きボランティア
１団体に対して、活動
の場を提供するなど
の支援を行っている。

引き続きボランティア
１団体に対して、活動
の場を提供するなど
の支援を行っている。

引き続きボランティア1
団体に対して、活動の
場を提供するなどの
支援を行っている。

A 方針と同様

健康課

愛育班員や母子保健推
進員が活動とその重要
性を周知し、地域ぐるみ
で主体的に活動できる
よう支援します。

健康増進計画の取組
みや重点目標から研
修内容を検討し、研修
会を開催した。

健康増進計画の取組
みや重点目標から研
修内容を検討し、研修
会を開催した。

健康増進計画の取組
みや重点目標から研
修内容を検討し、研修
会を開催した。

健康増進計画の取組
みや重点目標から研
修内容を検討し、研修
会を開催した。

健康増進計画の取組
みや重点目標から研
修内容を検討し、研修
会を開催した。

健康増進計画の取組
みや重点目標から研
修内容を検討し、研修
会を開催した。

A 方針と同様

まなび文化課

今後も学校やPTAと連
携しながら、課題に対応
した内容で継続してセミ
ナー等を開催します。

開催中止
（新型コロナ）

1
（23）
PTAと合同開催した家
庭教育ｾﾐﾅｰでは、
「子どものｽﾏﾎの使い
方」をﾃｰﾏに、ｵﾝﾗｲﾝ
配信を導入したことに
より、多くの保護者へ
学びの機会を提供で
きた。

1
（919）
PTAと合同開催した家
庭教育セミナーでは、
「子どものスマホの使
い方」をテーマに、オ
ンライン配信を導入し
たことにより、時間・場
所に縛られることのな
い研修となり、多くの
保護者へ学びの機会
を提供できた、（現地
参加者数10、視聴回
数909回

１
（522）
PTAと合同開催した家
庭教育セミナーでは、
「子どものスマホの使
い方」をテーマに、昨
年度に引き続き、オン
ライン配信を導入した
ことにより、場所に縛
られることのない研修
となり、多くの保護者
へ学びの機会を提供
できた、（現地参加者
数30、視聴回数522
回）

１
（648）
PTAと合同開催した家
庭教育セミナーでは、
「子どもが育つ環境を
作るには～今、大人
たちができること～」を
テーマに、オンライン
配信も行い、時間・場
所に縛られることのな
い研修となり、多くの
保護者へ学びの機会
を提供できた、（現地
参加者数88、視聴回
数570回）

1
（127）
「子どもたちの声に耳
を傾ける～不登校の
子ども・若者とその家
族の支援～」をテーマ
に、PTA等と合同で家
庭教育セミナーを開催
した。学校・保護者・地
域が直面している共
通の課題に対応する
内容を提供でき、関係
者の意識向上につな
がった。

A

様々な関係機関と連携しな
がら、セミナー等を開催し、
子育て家庭を支える地域づ
くりを支援する。

3.子どもの
体験活動
等に関わ
る団体等
への支援

まなび文化課

子どもに体験活動の場
を提供するボーイスカウ
ト、ガールスカウト、子ど
も会育成連絡協議会な
どへ支援を行う。

子どもの体験活動等に
関わる団体等への支援
として、指導者・育成者
のスキルアップを図るた
めの研修を開催します。

少年団体6
子ども会71

少年団体5
(62)

指導者の育成を目的
とした研修会を開催

し、異なる活動分野の
指導者が、「ﾋｭｰﾏﾝｴ

ﾗｰ防止について」とい
う共通のﾃｰﾏで研鑽を

積むことができた。

少年団体5
（70）

指導者の育成を目的
とした研修会を開催

し、異なる活動分野の
指導者が、「少年団体
活動と勉学の両立に
ついて」というテーマ
で、オンライン配信も

あわせて活用したこと
により、より多くの指
導者が研鑽を積むこ

とができた。
（現地参加者数9、視

聴回数61回）

少年団体5
（50）

指導者の育成を目的
とした研修会を開催

し、異なる活動分野の
指導者が、「障害につ
いて～ある教え子の

挑戦から～」という
テーマで、コロナ禍で
ありながら会場の定
員近くの参加者があ

り、多くの指導者が研
鑽を積むことができ

た。

少年団体4
（44）

指導者の育成を目的
とした研修会を開催

し、異なる所属の指導
者が一堂に会し、「子

どものために知ってお
きたい多様性とジェン
ダー平等」というテー
マで、各団体の指導
者が研鑽を積むこと

ができた。

少年団体4
（43）

指導者の育成を目的
とした研修会を「仏教
の考えを用いた他者

を尊重する心やボラン
ティア精神の育み方」
というテーマで開催し

た。それぞれの団体で
の指導に生かせる内

容を提供でき、指導者
の資質向上につな

がった。

A

指導者・育成者のｽｷﾙｱｯﾌﾟ
を図るため、ニーズに合っ
た研修を実施し、より多くの
指導者が学べる機会を提
供する。

Ⅲ
：
安
心
し
て
子
育
て
で
き
る
地
域
社
会
の
環
境
整
備
を
図
り
ま
す

4
.

人
材
育
成
・
支
援

1.子育てボ
ランティア
の育成・支
援

地域子育て支援拠点施
設などにおいて、子育て
ボランティアを養成する
ための研修などの支援
を行う。

2.地区組
織・人材育
成の仕組
みづくり

地域の健康づくりを推進
する母子愛育班をはじ
め、社会全体で子ども
の健やかな成長を見守
り、子育て家庭を支える
地域づくりを支援する。 実施回数/回

（参加者数/人）

団体数/団体
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